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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】前部モジュール（レンズ支持体など）と、交換
可能な後部モジュール（フェースプレートなど）とを含
み得るゴーグルなどのアイウェアを提供する。
【解決手段】前部モジュール１０２は、少なくとも１つ
のレンズを着用者の視野に支持するように構成され得る
。後部モジュール１０４は、着用者の顔の外形に適合す
るように構成され得るとともに、アイウェアの少なくと
も１つの物理的特性を変更するため前部モジュールに応
じて選択的に交換可能である。前部モジュールと後部モ
ジュールとがサスペンション組立体により連結されるこ
とにより、着用者の顔面に対して力が均等に分布するよ
うに後部モジュールを前部モジュールに対して関節動作
させることが可能となる。さらに、前部モジュールはレ
ンズを光学的に望ましい配置に維持するように剛性的で
ある。さらに、ゴーグル１４０は、ゴーグルにおけるレ
ンズの交換を促進する交換式レンズ機構を含む。
【選択図】図１１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つのレンズを着用者の視野に支持するように構成されたレンズ支持体と、
　前記着用者の顔の外形に適合するように構成された可撓性フェースプレートであって、
前記レンズ支持体に対して後方に位置決めされるフェースプレートと、
　前記可撓性フェースプレートを前記レンズ支持体とそれぞれの懸架点で相互接続するサ
スペンション組立体であって、前記着用者の顔の前記外形に対する前記フェースプレート
の外形を変更するための前記可撓性フェースプレートと前記レンズ支持体との間の相対的
な動きを許容するように前記可撓性フェースプレートの懸架点と前記レンズ支持体の懸架
点との中間に延在する複数のサスペンション部材を備えるサスペンション組立体と、
を備えるゴーグル。
【請求項２】
　前記サスペンション部材が、前記可撓性フェースプレートの上側部分を前記レンズ支持
体の上側部分と相互接続する一対の上側サスペンション部材を備える、請求項１に記載の
ゴーグル。
【請求項３】
　前記上側サスペンション部材が、前記フェースプレートの中心点から略対称に離間して
前記フェースプレート及び前記レンズ支持体に連結される、請求項２に記載のゴーグル。
【請求項４】
　前記サスペンション部材が、前記可撓性フェースプレートの下側部分を前記レンズ支持
体の下側部分と相互接続する一対の下側サスペンション部材を備える、請求項２に記載の
ゴーグル。
【請求項５】
　前記下側サスペンション部材が、前記フェースプレートの中心点から略対称に離間して
前記フェースプレート及び前記レンズ支持体に連結される、請求項４に記載のゴーグル。
【請求項６】
　前記可撓性フェースプレートの対向する端部が、前記着用者による前記ゴーグルの着用
時に前記フェースプレートの前記対向する部分及び前記中心部分の一つに力が加わると、
前記フェースプレートの中心部分が動く方向と逆の方向に動くようにして、前記可撓性フ
ェースプレートが前記レンズ支持体に連結される、請求項１に記載のゴーグル。
【請求項７】
　前記フェースプレートの前記中心部分が前記レンズ支持体の中心部分に近付く方に動く
間、前記可撓性フェースプレートの前記対向する端部が前記レンズ支持体の前記対向する
端部から遠ざかる方に動く、請求項６に記載のゴーグル。
【請求項８】
　前記サスペンション部材が、前記フェースプレートを前記レンズ支持体に前記懸架点の
１つ以上で枢動自在に相互接続する、請求項１に記載のゴーグル。
【請求項９】
　前記可撓性フェースプレートが前記レンズ支持体より多くの懸架点を備える、請求項１
に記載のゴーグル。
【請求項１０】
　前記サスペンション部材が、各々、前記レンズ支持体に連結される前端部と、前記可撓
性フェースプレートに連結される後端部とを備え、前記前端部は、前記サスペンション部
材が前記レンズ支持体と接続する単一の点を備え、前記後端部は、前記サスペンション部
材が前記可撓性フェースプレートと接続する複数の点を備える、請求項９に記載のゴーグ
ル。
【請求項１１】
　前記サスペンション部材がウィッシュボーン型構成を備える、請求項１０に記載のゴー
グル。
【請求項１２】
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　前記サスペンション部材が前記レンズ支持体と枢動接続される、請求項１０に記載のゴ
ーグル。
【請求項１３】
　前記レンズ支持体が剛性フレームを備える、請求項１に記載のゴーグル。
【請求項１４】
　前記サスペンション部材が実質的に非圧縮性である、請求項１に記載のゴーグル。
【請求項１５】
　少なくとも１つのレンズを着用者の視野に支持するように構成されたレンズ支持体であ
って、中心部分と側部部分とを画定し、係合部材を有する少なくとも１つの係合セクショ
ンを有するレンズ支持体と、
　一部分が前記レンズ支持体の前記係合セクションに着座し、且つ前記レンズ支持体の前
記係合セクションの前記係合部材と係合した状態で、前記レンズ支持体に取り付けられる
ように構成されたレンズと、
　前記レンズ支持体に連結されたラッチ部材であって、前記レンズを前記レンズ支持体に
取り付けたり又はそこから取り外したりすることができる開放位置と、前記レンズが前記
レンズ支持体に固定される閉鎖位置との間を動くことが可能なラッチ部材であって、前記
閉鎖位置では、前記レンズの少なくとも一部分及び前記係合部材の少なくとも一部分が前
記ラッチ部材内に受け入れられた状態で、前記ラッチ部材が前記レンズ支持体の前記係合
部材と前記レンズとの間の係合を固定する、ラッチ部材と、
を備えるゴーグル。
【請求項１６】
　前記ラッチ部材が前記レンズ支持体に回転自在に連結される、請求項１５に記載のゴー
グル。
【請求項１７】
　前記ラッチ部材に連結された付勢部材であって、前記ラッチ部材を前記閉鎖位置に向か
って押す傾向を有する付勢力を提供する付勢部材をさらに備える、請求項１５に記載のゴ
ーグル。
【請求項１８】
　前記付勢部材が前記ラッチ部材に回転自在に連結される、請求項１７に記載のゴーグル
。
【請求項１９】
　前記付勢部材が前記レンズ支持体に回転自在に連結される、請求項１８に記載のゴーグ
ル。
【請求項２０】
　前記係合部材が、前記レンズ支持体の前記係合セクションに形成された凹部から延在す
る突起を備え、前記レンズが、前記係合部材の前記突起を受け入れるように構成された開
口部を備え、前記閉鎖位置では、前記ラッチ部材が概して前記レンズの前記開口部及び前
記レンズ支持体の前記係合部材の双方に当接して、前記レンズの前記レンズ支持体に対す
る動きを拘束する、請求項１５に記載のゴーグル。
【請求項２１】
　前記レンズ支持体が、前記レンズの少なくとも一部分を受け入れるソケットを有する第
２の係合セクションを備え、前記ソケットが、前記ソケット内に受け入れられる前記レン
ズの前記一部分と係合するように構成された係合部材を備える、請求項１５に記載のゴー
グル。
【請求項２２】
　前記レンズ支持体の一部分及び前記可撓性フェースプレートの一部分とその連結領域で
連結されることにより、前記レンズ支持体及び前記可撓性フェースプレートを一体に解除
可能に連結するように構成された一対の締結部分を有するアウトリガーであって、前記ゴ
ーグルの側部に着脱自在に位置決め可能なアウトリガーをさらに備える、請求項１５に記
載のゴーグル。
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【請求項２３】
　前記アウトリガーが、前記アウトリガーを前記レンズ支持体に回転自在に位置決めする
ための、開口部レンズ支持体を通って延在するピン部材を備え、前記アウトリガーは、前
記アウトリガーが前記レンズ支持体及び前記可撓性フェースプレートを連結しない第１の
位置から、前記アウトリガーが前記レンズ支持体及び前記可撓性フェースプレートを共に
連結する第２の位置へと回転可能である、請求項２２に記載のゴーグル。
【請求項２４】
　前記付勢部材が前記ラッチ部材に回転自在に連結され、且つ前記アウトリガーの前記ピ
ン部材が挿入されることによって前記付勢部材及び前記ラッチ部材の回転軸が提供される
ように、前記付勢部材と前記ラッチ部材の各々が前記レンズ支持体の前記開口部と同軸上
に整列する開口部を備える、請求項２３に記載のゴーグル。
【請求項２５】
　前記レンズ支持体の第２の部分及び前記可撓性フェースプレートの第２の部分とその第
２の連結領域で連結されることにより、前記レンズ支持体及び前記可撓性フェースプレー
トを共に解除可能に相互接続するように構成された一対の締結部分を有する第２のアウト
リガーであって、前記ゴーグルの側部に着脱自在に位置決め可能な第２のアウトリガーを
さらに備える、請求項２２に記載のゴーグル。
【請求項２６】
　少なくとも１つのレンズを着用者の視野に支持するように構成された剛性レンズ支持体
であって、前記レンズの光学的歪みを防止するため前記レンズを所定の幾何形状に支持す
るように構成された、通常の使用時には実質的に非可撓性である剛性レンズ支持体と、
　前記ゴーグルの着用時に前記着用者の顔に当接すると前記着用者の顔の外形に略適合す
るように構成された可撓性フェースプレートと、
を備えるゴーグルであって、
　前記可撓性フェースプレートが第１の位置から第２の位置へと変形するように構成され
る一方、前記剛性レンズ支持体が前記所定の幾何形状を維持し、それにより前記レンズが
その成形時の形状に実質的に維持されて前記レンズの光学的品質が保たれる、ゴーグル。
【請求項２７】
　前記ゴーグルが、前記可撓性フェースプレートを前記レンズ支持体とそれぞれの懸架点
で相互接続するサスペンション組立体をさらに備え、前記サスペンション組立体が、前記
着用者の顔の外形に対する前記フェースプレートの外形を変更するための前記可撓性フェ
ースプレートと前記レンズ支持体との間の相対的な動きを許容するように前記可撓性フェ
ースプレートの前記懸架点と前記レンズ支持体の前記懸架点との中間に延在する複数のサ
スペンション部材を備える、請求項２５に記載のゴーグル。
【請求項２８】
　前記ゴーグルが、ラッチ部材を備える交換式レンズ機構を使用して前記剛性レンズ支持
体に取り替え可能に装着されるレンズをさらに備え、前記ラッチ部材が、前記レンズを前
記レンズ支持体に取り付けたり又はそこから取り外したりすることができる開放位置と、
前記レンズが前記レンズ支持体に固定される閉鎖位置との間を動くことが可能であり、前
記閉鎖位置では、前記レンズの少なくとも一部分及び前記係合部材の少なくとも一部分が
前記ラッチ部材内に受け入れられた状態で、前記ラッチ部材が前記レンズ支持体の前記係
合部材と前記レンズとの間の係合を固定する、請求項２５に記載のゴーグル。
【請求項２９】
　前記可撓性フェースプレートが、前記ゴーグルの少なくとも１つの物理的特性を変更す
るため前記剛性レンズ支持体に応じて交換可能である、請求項２５に記載のゴーグル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本願は、２０１０年３月１９日に出願された米国仮特許出願第６１／３１５，７５２号
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明細書及び２０１０年１２月２２日に出願された米国仮特許出願第６１／４２６，２２２
号明細書の利益を主張し、これらの出願の各々の全体を参照により本明細書に援用する。
【０００２】
　本発明は、概してアイウェアに関し、より具体的には、快適性及び装着感が向上したメ
ガネ及びゴーグルフレームに関する。
【背景技術】
【０００３】
　近年、アイウェアの分野では、特に激しいスポーツでの使用を意図したゴーグル及びサ
ングラスを含むアイウェアに関して、各種の改良が行われている。それらの改良は、デュ
アルレンズ及びユニタリーレンズのいずれの設計を備えるアイウェア及びゴーグルにも組
み込まれている。結果として現在の激しいスポーツ用のアイウェアは、それに先行するア
イウェアと比べて、周辺光の遮断の最大化、光学的歪みの低減、及び着用者の快適性レベ
ルの向上など、様々な面で機能的に優れている。
【０００４】
　例えば、デュアル及びユニタリーの双方のアイウェア及びゴーグル設計とも、そのレン
ズ設計は、左右全域にわたる視界及び側方における良好な眼の保護を提供すると同時に、
優れた光学性能を提供し得る。より詳細には、ユニタリーレンズシステムにおいては、垂
直面又は水平面のいずれかにおいて着用者の視線の向きが変わるに従い、着用者の眼から
レンズ後面への入射角が変化する。その結果、レンズの正面により近いところに入る光と
側部部分で入る周辺光との間で屈折に違いが生じる。プリズム歪みの当該発生源に対処す
るため、レンズの厚さを中心部分から側縁部にかけて先細にすることが、米国特許第４，
８５９，０４８号明細書に開示されており、この開示の全体を参照により本明細書に援用
する。
【０００５】
　さらに、ゴーグルレンズフレーム技術においては、装着されたレンズが、その成形時の
幾何形状によりもたらされるその優れた光学的特性を維持することを可能にする様々な改
良も行われている。例えば、Ｏａｋｌｅｙ，Ｉｎｃ．により製造される「ＳＰＬＩＣＥ」
スノーゴーグルは、ゴーグルのブリッジに沿った曲げ応力を軽減するフレーム設計を組み
込むことにより、レンズがその成形時の幾何形状を維持することを可能にし、且つ着用者
の快適性を最大化している。かかるシステムは、２００９年１月２３日に出願された「Ｃ
ｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　Ｄｅｆｌｅｃｔｉｏｎ　Ｇｏｇｇｌｅ」と題される米国特許出願第
１２／３５９，１７５号明細書に開示されており、この開示全体を参照により本明細書に
援用する。
【０００６】
　最後に、メガネ及びゴーグル製品に対して、それらの製品を着用者にとってより快適な
ものとするための数多くの改良が行われている。例えば、フレーム及びレンズの製造に種
々の材料を使用することで、こうした製品の軽量化及び快適性の向上が図られている。こ
れらの技術的改良は、着用者に快適で光学的に優れたアイウェア製品を提供するために、
メガネ製品であれ、又はゴーグル製品であれ、任意の種類のデュアル又はユニタリーレン
ズ設計に組み込まれ得る。
【０００７】
　当業者には、以下の好ましい実施形態の詳細な説明をふまえれば、添付の図面及び特許
請求の範囲と併せて考慮するとき、本発明のさらなる特徴及び利点が明らかとなるであろ
う。
【発明の概要】
【０００８】
　ゴーグルは、ゴーグルのストラップを調整することにより着用者の頭部に適合するよう
に調整することができるセミカスタマイズ可能なアイウェア製品である。さらに、メガネ
もまた、所望の機能が実現されるようにメガネの装着感及び／又は構成要素を調整するこ
とで、着用者に合わせてカスタマイズすることができる。ゴーグル及びメガネの用途とし
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ては、とりわけ、スキー、スノーボード、モトクロス、ウォータースポーツ、及び様々な
産業安全用途が挙げられる。典型的にはゴーグルは、着用者の顔の眼及び隣接領域を粒子
状物質又は水から遮断することによる保護を提供する。概して、ゴーグル及び／又はレン
ズは着用者の顔に緊密に適合し、着用者の正面からの直接的な、及び側部に沿った周辺的
な光、風、塵等を遮る。着用者は使用時、着用者の顔に緊密に適合するようゴーグルの弾
性ストラップを調整することができる。アイウェアの様々な特徴及び構造が本明細書に開
示される。それらの特徴及び構造の一部はゴーグルとの関連において開示される。簡単に
するため、実施形態及び考察がメガネに関して繰り返されることは概してない。しかしな
がら、本明細書におけるゴーグルの所与の特徴についての考察は、メガネにも同様に適用
可能であるものとして企図される。
【０００９】
　ゴーグルは通常、着用者の左右眼の視野の双方にかけて延在する弓形のユニタリーレン
ズを含む。レンズはフレームにより支持されることができ、フレームは典型的にはレンズ
を取り囲む。レンズ及びフレームは双方とも、鼻を受け入れるための下向きに凹状のくぼ
み又はノーズピース開口を備えて構成される。通常は発泡体構成要素又は他の圧縮性材料
で被覆されるフレームの裏面が、着用者の顔面に接触するように構成される。さらに、フ
レームの対向する側部又は端部に弾性ストラップが接続され、着用者がその頭部にゴーグ
ルを嵌めて着用できるようにされる。
【００１０】
　着用時、ゴーグルの裏側に配置される発泡体構成要素又は他の圧縮性材料の表面が、着
用者の顔面に接触する。この着用者に接触する表面は、水平面において、着用者の顔の左
端から右端までに一致するように構成される曲率半径を有する。しかしながらいくつかの
実施形態は、「幅が狭い」頭部を有する着用者がゴーグルを嵌めたときに、着用者の頭部
の後ろ側に周り込んで延在するストラップからの張力によってゴーグルの側部がその中心
に向かって内側に屈曲し、それによりゴーグルがよりきつい曲率半径に丸まって着用者に
適合し、ゴーグルの光学が歪み得るという認識を反映する。さらに、ゴーグルの中心部分
が実質的に着用者の前額部に押し付けられた状態となる一方、ゴーグルの側部と着用者の
側頭部との間に間隙が形成され得る。「幅が広い」頭部を有する着用者がゴーグルを嵌め
たとき、又はヘルメットの上からゴーグルを着用するときには、別の装着性の悪さ又は不
快感の問題が起こり得る。
【００１１】
　従っていくつかの実施形態は、ゴーグルが着用者固有の頭部プロファイルに適合される
と、時にゴーグルのレンズが望ましくない歪みを受け得るという認識を反映する。この歪
みは時に着用者に不快感を引き起こすとともに、アイウェア製品の光学性能の低下を招き
得る。種々の実施形態が、不快感を防止し、且つアイウェア製品の好ましい光学的特性を
維持するための高度な構造特性を呈するアイウェア製品を可能にする。
【００１２】
　さらにいくつかの実施形態は、着用者の要求及び好みが時によって変化し得るため、着
用者にとってはカスタマイズ可能なゴーグルシステムが先行技術のゴーグルと比べてはる
かに実効性があって有用であり得るという認識を反映する。従っていくつかの実施形態で
は、ゴーグルは、レンズ支持体又は前部モジュールをフェースプレート又は後部モジュー
ルに交換可能に連結することができる交換式ゴーグル及びゴーグルシステムを含み得る。
いくつかの実施形態では、ゴーグル及びゴーグルシステムはまた、前部モジュールを後部
モジュールに連結する少なくとも１つのコネクタも備え得る。かかるゴーグル及びシステ
ムの構成要素は、所望の光学的及び物理的特性を備えるゴーグルを作り出すため交換する
ことができる。例えば、着用者はゴーグルの１つ以上の構成要素を交換することにより、
傾斜角、内部空気量、関節動作、レンズ構成、装着感、快適性、並びにゴーグルの他のか
かる光学的及び物理的特性を変えることができる。
【００１３】
　さらに実施形態のいくつかは、先行技術のゴーグルが様々な着用者の頭部で一様でない
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圧力分布を作り出す傾向があるという認識を反映する。従っていくつかの実施形態では、
ゴーグルは、ゴーグルの後部モジュールが前部モジュールに対して関節動作することがで
き、従って様々な固有の顔面輪郭及び頭部サイズに対して自動調整して、着用者にカスタ
マイズされた装着性をもたらすように構成され得る。いくつかの実施形態では、ゴーグル
はアイソスタティック機構又はサスペンション機構を含むことができ、ここでは１つ以上
のコネクタによって後部モジュールを前部モジュールに対して関節動作させることが可能
である。例えば、ウィッシュボーン型コネクタ、直線リンク、拡張可能セル、枢動自在な
連結部、剛体連結部など、様々なコネクタのいずれかを使用して後部モジュールを前部モ
ジュールに連結することができる。
【００１４】
　加えて実施形態のいくつかは、ゴーグルを着用者の頭部に適合させたときに先行技術の
ゴーグルが概してレンズの撓みを生じたという認識を反映する。従っていくつかの実施形
態では、ゴーグルは、前部モジュールが概して剛性のある構成要素又は部分を含み、従っ
てゴーグルの着用時に前部モジュールに及ぼされる曲げ応力に耐えるように構成され得る
。このように、使用時にゴーグルのレンズがその成形時の構成に維持され得るため、レン
ズの光学的品質が保たれる。いくつかの実施形態では、使用時のプリズムシフト又は他の
光学的歪みが最小限に抑えられる。
【００１５】
　さらに実施形態の一部は、先行技術のゴーグルが、レンズの取り外し又は取り替えに大
きい応力又は力がない限りレンズの交換可能が容易でないという認識を反映する。従って
いくつかの実施形態では、本ゴーグルは、ゴーグルに応じてレンズを交換し、且つそれを
ゴーグルにより保持することが可能な交換式レンズ機構を含み得る。例えば、ゴーグルの
前部モジュールが、レンズの縁部又は側部の１つ以上を保持する働きをし得る１つ以上の
ポケット又はクリップを含んでもよい。レンズは交換式レンズ機構により、レンズが「浮
く」ようにして、又はその成形時の構成から屈曲されることなしに前部モジュールに固定
されるようにして保持され得る。従ってレンズの光学的品質が保たれ得る。
【００１６】
　本明細書で考察される特徴の１つ以上をゴーグルの実施形態に組み込むことができる。
従って、当業者に明らかなとおり、これらの特徴の多様な組み合わせが提供され得る。
【００１７】
　さらにいくつかの実施形態では、レンズ支持体又は前部モジュールと、フェースプレー
ト又は後部モジュールとを含み得るゴーグルが提供される。レンズ支持体は、少なくとも
１つのレンズを着用者の視野に支持するように構成され得る。フェースプレートは可撓性
で、着用者の顔面の外形に適合するように構成され得る。いくつかの実施形態では、レン
ズ支持体又は前部モジュールは、ゴーグルの少なくとも１つの物理的特性を変更するため
フェースプレート又は後部モジュールに交換可能に接続可能であり得る。
【００１８】
　いくつかの実施形態では、可撓性フェースプレートの対向する端部が、着用者によるゴ
ーグルの着用時にフェースプレートの対向する部分及び中心部分の一つに力が加わると、
フェースプレートの中心部分が動く方向と逆の方向に動くようにして、フェースプレート
がレンズ支持体に連結され得る。さらにいくつかの実施形態では、力を受けると、可撓性
フェースプレートの対向する端部がレンズ支持体の対向する端部から遠ざかる方に動く一
方、フェースプレートの中心部分がレンズ支持体の中心部分に近付く方に動き得る。さら
に、フェースプレートの側部部分は互いにほぼ独立して動き得る。
【００１９】
　いくつかの実施形態はサスペンション組立体を含むことができ、この組立体は、可撓性
フェースプレートをレンズ支持体とそれぞれの懸架点で相互接続する１つ以上のサスペン
ション部材又はコネクタを含み得る。いくつかの実施形態では、少なくとも１つのコネク
タは、レンズ支持体及びフェースプレートに応じて交換可能であり得る。
【００２０】
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　例えば、サスペンション部材により、フェースプレートをレンズ支持体に対してそれぞ
れの懸架点で枢動自在に動かすことが可能となり、着用者の顔面の外形に対してフェース
プレートの外形を変更することができる。サスペンション部材は実質的に非圧縮性であっ
てよい。サスペンション部材は、ウィッシュボーン型コネクタ、湾曲又は直線リンクコネ
クタ、拡張可能セルコネクタ、及び他のかかる構成要素のうちの１つを含み得る。１つ以
上のサスペンション部材はまた、それがフレームに対する圧力に応答するときの転動又は
「シーソー」効果を許容する方法で位置決めされてもよい。ゴーグルは、場合により、そ
れぞれの懸架点の各々に隣接してフェースプレートに連結される少なくとも１つの細長リ
ンク部材を含み得る。これらのリンク部材はそれぞれのサスペンション部材とフェースプ
レートとに連結されてもよく、ゴーグルの第１の部品における回転をゴーグルの第２の部
品に付与してフェースプレートの対向する端部をその中心部分と逆の方向に動かす。
【００２１】
　さらにゴーグルは、場合により、可撓性フェースプレートの上側部分をレンズ支持体の
上側部分と相互接続する一対の上側サスペンション部材をサスペンション部材が含むよう
に構成されてもよい。サスペンション部材はまた、可撓性フェースプレートの下側部分を
レンズ支持体の下側部分と相互接続する一対の下側サスペンション部材も含み得る。かか
る実施形態において、上側サスペンション部材は、フェースプレートの中心点又は中心線
からほぼ対称に離間した位置で、例えばその側部部分に隣接して、フェースプレート及び
レンズ支持体に連結され得る。さらに下側サスペンション部材が、フェースプレートの中
心点又は中心線からほぼ対称に離間した位置で、例えばその側部部分に隣接して、フェー
スプレート及びレンズ支持体に連結され得る。
【００２２】
　さらにいくつかの実施形態では、ゴーグルは場合により、それぞれの懸架点の各々に隣
接してフェースプレートに連結された少なくとも１つの細長リンク部材を含み得る。これ
らのリンク部材はそれぞれのサスペンション部材とフェースプレートとに連結されてもよ
く、ゴーグルの第１の部品における回転をゴーグルの第２の部品に付与してフェースプレ
ートの対向する端部をその中心部分と逆の方向に動かす。
【００２３】
　サスペンション組立体を含む実施形態では、ゴーグルは、場合により、着用者によるゴ
ーグルの着用時に可撓性フェースプレートの中心部分がレンズ支持体の中心部分に向かっ
て動くと、フェースプレートの対向する部分がレンズ支持体の対向する部分から離れるよ
うに可撓性フェースプレートをレンズ支持体に連結するサスペンション組立体を備えて構
成されてもよい。かかる実施形態では、サスペンション組立体は１つ以上のサスペンショ
ン部材を含み得る。
【００２４】
　さらにゴーグルのいくつかの実施形態は、略剛性レンズ支持体又は前部モジュールを含
むように構成されてもよい。略剛性レンズ支持体又は前部モジュールは、レンズを着用者
の視野に支持する一方で、レンズの実質的な屈曲又は光学的歪みを防止し得る。
【００２５】
　加えてゴーグルは、場合により、ゴーグルのレンズ支持体又は前部モジュールに対する
レンズの取り外し及び保持を容易にする交換式レンズ機構を含み得る。交換式レンズ機構
は、レンズをゴーグルに対して保持するためレンズの一部分と係合することのできる１つ
以上のポケット及び／又はクリップを含み得る。
【００２６】
　いくつかの実施形態では、ゴーグルは一対のアウトリガーを含むことができ、その各ア
ウトリガーは、前部モジュールを後部モジュールと相互接続するように構成された一対の
固定部分を含む。これらの固定部分は、前部及び後部モジュールにその連結領域で取り付
け可能であり得る。ゴーグルの前部モジュールと後部モジュールとは、特殊な工具、使い
捨てファスナ又は永久ファスナを使用することなしに、アウトリガーによって一体に連結
することができる。いくつかの実施形態では、アウトリガーは、レンズ支持体とフェース
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プレートとの間などの、前部モジュールと後部モジュールとの間の主要な連結又は取り付
け手段として機能し得る。しかしながら、スナップ嵌め部材、フック・アンド・ループ部
材及び／又は他のタイプの締まり嵌め若しくは摩擦係合部材など、補助的な連結又は取り
付け手段が用いられてもよい。これらの補助コネクタをアウトリガーと組み合わせて使用
して、前部モジュールと後部モジュールとを一体に連結することができる。特に、これら
の補助コネクタは、アウトリガーを前部モジュールと後部モジュールに取り付け又は取り
外しを行う間において、前部モジュールと後部モジュールとを組立体として一体に保持す
る初期連結機構として使用することができる。従って、アウトリガー及び本明細書で考察
する他の構成要素を含めた組立体全体において、着用者が組立体全体の所与の構成要素の
交換を迅速に実行することが可能となり得る。
【００２７】
　さらにアウトリガーは、各々がその本体から延在するピン部材をさらに含み得る。かか
る実施形態において、前部モジュールは、アウトリガーが前部及び後部モジュールに連結
されたときにそれぞれのアウトリガーのピン部材を受け入れるように構成される一対の開
口部を含み得る。このように、アウトリガーのピン部材と固定部分との複合的な相互接続
により、各アウトリガーの前部モジュールに対する回転位置の固定がもたらされ得る。加
えて後部モジュールが、アウトリガーが前部及び後部モジュールに連結されたときにピン
部材を受け入れるように構成された開口部を含み得る。いくつかの実施形態では、前部モ
ジュールの連結領域が凹部を含む。例えば、この凹部がアウトリガーの固定部分を受け入
れるように構成されてもよい。
【００２８】
　ゴーグルのいくつかの実施形態は、前部モジュールに連結されるラッチ部材を含み得る
。ラッチ部材は、レンズをレンズ支持体に差し込んだり、又はそこから取り外したりする
ことができる開放位置と、レンズがレンズ支持体に固定される閉鎖位置との間を回転可能
であり得る。ゴーグルはまた、ラッチ部材に連結された付勢部材もさらに含み得る。付勢
部材は、ラッチ部材を閉鎖位置に向かって押す傾向を有する付勢力を提供し得る。付勢部
材はラッチ部材に回転自在に連結されてもよく、及びいくつかの実施形態では、付勢部材
はまた前部モジュールにも回転自在に連結され得る。従っていくつかの実施形態では、ア
ウトリガーは、付勢部材及びラッチ部材の対応する開口部を通って延在するピン部材を含
むことができ、このピン部材は付勢部材及びラッチ部材の回転軸を提供し得る。
【００２９】
　いくつかの実施形態において、ゴーグルは、レンズ支持体の外周部に沿って配置された
少なくとも１つのポートを含み得る。このポートは空気流路を提供することができ、ゴー
グルの相互接続部分に空気を導入して通気を高め、ゴーグルの曇りを低減する。例えば、
このポートはベンチュリ気流特性を呈し得る。いくつかの実施形態では、ゴーグルは、ゴ
ーグルのレンズ上方でレンズ支持体の中心部分に配置された一対のポートを含み得る。
【００３０】
　本明細書に開示される本発明の上述の及び他の特徴を、好ましい実施形態の図面を参照
して以下に記載する。示される実施形態は例示を目的とし、本発明を限定することを目的
とするものではない。図面は以下の図を含む：
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】先行技術のゴーグルの斜視図である。
【図２】図１に示されるゴーグルの正面図である。
【図３】図２の線３－３に沿った水平断面図である。
【図４】図１のゴーグルの上面図であり、ゴーグルに曲げ力Ｆ、Ｆが加えられている。
【図５】幅の狭い頭部に着用されている図１のゴーグルの上面図である。
【図６】幅の広い頭部に着用されている図１のゴーグルの上面図である。
【図７】一の実施形態に係る、交換可能な前部及び後部構成要素を有するゴーグルの分解
斜視図である。
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【図８】図７に示されるゴーグルの上面図である。
【図９】一の実施形態に係る、組み立てられた状態で示される交換可能な前部及び後部構
成要素を有するゴーグルの斜視図である。
【図１０】図９に示されるゴーグルの上面図である。
【図１１】別の実施形態に係る、組み立てられた状態で示される交換可能な前部及び後部
構成要素を有する別のゴーグルの斜視図である。
【図１２】図１１に示されるゴーグルの上面図である。
【図１３】一の実施形態に係る、可撓性コネクタを備えるアイソスタティックフェースプ
レートを有するゴーグルの上面斜視図である。
【図１４】図１３に示されるゴーグルの底面斜視図である。
【図１５】図１３に示されるゴーグルの上面図であり、フェースプレートは撓曲していな
い位置にある。
【図１６Ａ】図１３に示されるゴーグルの上面図であり、フェースプレートは、幅が狭ま
った撓曲位置にある。
【図１６Ｂ】図１３に示されるゴーグルの上面図であり、フェースプレートは、幅が広が
った撓曲位置にある。
【図１７】別の実施形態に係る、枢動自在コネクタを備えるアイソスタティックフェース
プレートを有する別のゴーグルの上面斜視図である。
【図１８】図１７に示されるゴーグルの底面斜視図である。
【図１９】図１７に示されるゴーグルの上面図であり、フェースプレートは撓曲していな
い位置にある。
【図２０Ａ】図１７に示されるゴーグルの上面図であり、フェースプレートは、幅が狭ま
った撓曲位置にある。
【図２０Ｂ】図１７に示されるゴーグルの上面図であり、フェースプレートは、幅が広が
った撓曲位置にある。
【図２１Ａ】一の実施形態に係る、アイソスタティックフェースプレート用の部分的に枢
動自在な直線コネクタの部分上面図概略図であり、コネクタは、幅の広い頭部に適応する
第１の位置に枢動されている。
【図２１Ｂ】図２１Ａに示されるコネクタの部分上面図概略図であり、コネクタは、幅の
狭い頭部に適応する第２の位置に枢動されている。
【図２２Ａ】図２２Ａに示されるコネクタの部分上面図概略図であり、コネクタは、大き
い頭部に適応する第１の位置に枢動されている。
【図２２Ｂ】別の実施形態に係る、アイソスタティックフェースプレート用の二箇所が枢
動自在な直線コネクタの部分上面図概略図であり、コネクタは、小さい頭部に適応する第
２の位置に枢動されている。
【図２３Ａ】一の実施形態に係る、アイソスタティックフェースプレート用のウィッシュ
ボーン型コネクタの部分上面図概略図であり、コネクタは撓曲していない位置にある。
【図２３Ｂ】図２３Ａに示されるコネクタの部分上面図概略図であり、コネクタは第１の
位置に枢動されている。
【図２３Ｃ】図２３Ａに示されるコネクタの部分上面図概略図であり、コネクタは第２の
位置に枢動されている。
【図２３Ｄ】図２３Ａに示されるコネクタの部分上面図概略図であり、コネクタは第３の
位置に枢動されている。
【図２３Ｅ】図２３Ａに示されるコネクタの部分上面図概略図であり、コネクタは第４の
位置に枢動されている。
【図２４Ａ】一の実施形態に係るウィッシュボーン型コネクタの上面図である。
【図２４Ｂ】別の実施形態に係るウィッシュボーン型コネクタの上面図である。
【図２５Ａ】さらに別の実施形態に係るウィッシュボーン型コネクタの上面図である。
【図２５Ｂ】さらに別の実施形態に係るウィッシュボーン型コネクタの上面図である。
【図２６】さらに別の実施形態に係る拡張可能セルコネクタの上面図である。
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【図２７】一の実施形態に係る、一対のウィッシュボーン型コネクタの上面図概略図であ
り、コネクタの動きを示す。
【図２８】一の実施形態に係る、交換式レンズ機構を有するゴーグルの斜視図である。
【図２９】図２８に示されるゴーグルの正面図である。
【図３０】一の実施形態に係る、図２８に示されるゴーグルで使用されるレンズの斜視図
である。
【図３１Ａ】一の実施形態に係る、図２８に示されるゴーグルの斜視図であり、ゴーグル
にレンズが入れ替えられている。
【図３１Ｂ】一の実施形態に係る、図２８に示されるゴーグルの側面斜視図であり、レン
ズの第１の側部が交換式レンズ機構の受け口に挿入されている。
【図３１Ｃ】図２８に示されるゴーグルの側面斜視図であり、レンズの第１の側部が交換
式レンズ機構の受け口に挿入され、レンズの第２の側部がゴーグルに装着されている。
【図３１Ｄ】一の実施形態に係る、図２８に示されるゴーグルの斜視図であり、ゴーグル
に装着されているレンズの第２の側部、及び係合解除位置にある枢動自在な固定部材を示
す。
【図３１Ｅ】一の実施形態に係る、図２８に示されるゴーグルの斜視図であり、ゴーグル
に装着されているレンズの第２の側部、及び係合位置にある枢動自在な固定部材を示す。
【図３２】一の実施形態に係る、図２８に示されるゴーグルの上面断面図であり、交換式
レンズ機構の受け口におけるレンズの第１の側部の係合を示す。
【図３２Ａ】図３２に示されるゴーグルの一部分の拡大断面図である。
【図３２Ｂ】図３２に示されるゴーグルの別の一部分の別の拡大断面図である。
【図３３】別の実施形態に係る、交換式レンズ機構とアイソスタティックフェースプレー
トとを有するゴーグルの斜視図であり、レンズはゴーグルと分離されている。
【図３４Ａ】一の実施形態に係る、図３３に示されるゴーグルの部分斜視図であり、ゴー
グルに装着されようとしているレンズの第２の側部を示す。
【図３４Ｂ】一の実施形態に係る、図３３に示されるゴーグルの部分斜視図であり、係合
解除位置にある第１及び第２の固定部材を示す。
【図３４Ｃ】一の実施形態に係る、図３３に示されるゴーグルの部分斜視図であり、係合
位置にある第１及び第２の固定部材を示す。
【図３５】一の実施形態に係る、ゴーグルの剛性前部フレームの上面図概略図である。
【図３６】別の実施形態に係る、ゴーグルの斜視図である。
【図３７】図３６に示されるゴーグルの側面斜視図であり、ゴーグルの係合機構は閉鎖位
置にある。
【図３８】図３６に示されるゴーグルの側面斜視図であり、ゴーグルの係合機構は開放位
置にある。
【図３９】図３６に示されるゴーグルの斜視図であり、係合機構は開放位置にあり、且つ
ゴーグルのレンズ組立体はゴーグルと分離されている。
【図４０Ａ】一の実施形態に係る、図３６に示されるゴーグルの付勢機構の側面図である
。
【図４０Ｂ】図４０Ａに示される付勢機構の端面図である。
【図４０Ｃ】図４０Ａに示される付勢機構の斜視図である。
【図４１Ａ】一の実施形態に係る、図３６に示されるゴーグルのラッチ機構の後面斜視図
である。
【図４１Ｂ】図４１Ａに示されるラッチ機構の正面斜視図である。
【図４２】一の実施形態に係る、図３６に示されるゴーグルのレンズ組立体の斜視図であ
る。
【図４３】図４２に示されるレンズ組立体の断面側面図である。
【図４４】一の実施形態に係る、図３６に示されるゴーグルの上面図である。
【図４５】図４４の断面線４５－４５に沿ったゴーグルの断面側面図である。
【図４６】一の実施形態に係る、図３６に示されるゴーグルのアイソスタティック後部フ
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レーム構成要素の正面斜視図である。
【図４７】一の実施形態に係る、図３６に示されるゴーグルのフレームとの図４６のアイ
ソスタティック後部フレーム構成要素の補助的な又は最初の取り付けを示す側面斜視図で
ある。
【図４８Ａ】一の実施形態に係る、図４４に示されるゴーグルのアウトリガーの正面斜視
図である。
【図４８Ｂ】図４８Ａに示されるアウトリガーの後面斜視図である。
【図４９】図４４に示されるゴーグルの上面斜視図であり、アウトリガーは取り外された
位置で示される。
【図５０】一の実施形態に係る、図４４に示されるゴーグルの側面図であり、アウトリガ
ーがゴーグルに取り付けられようとしている。
【図５１】図４４の断面線５１－５１に沿ったゴーグルの斜視横断面図である。
【図５２】別の実施形態に係る、メガネの斜視図である。
【図５３】図５０に示されるメガネの斜視図であり、係合機構は開放位置にあり、且つメ
ガネのレンズはメガネと分離されている。
【図５４】図５０に示されるメガネの側面斜視図であり、メガネの係合機構は開放位置に
ある。
【図５５】図５０に示されるメガネの後面斜視図であり、メガネの係合機構は開放状態に
あり、且つラッチ部材は係合解除位置にある。
【図５６】図５０に示されるメガネの後面斜視図であり、メガネの係合機構は閉鎖状態に
あり、且つラッチ部材は係合解除位置にある。
【図５７】図５０に示されるメガネの後面斜視図であり、メガネの係合機構は閉鎖状態に
あり、且つラッチ部材は係合位置にある。
【図５８】図５５の線５８－５８に沿った上面断面図であり、係合機構の枢動用の遊び及
び係合解除位置にあるラッチ部材を示す。
【発明の詳細な説明】
【００３２】
　本記載では、様々な実施形態の具体的な詳細が示されるが、その記載が例示に過ぎず、
いかなる形であっても限定するものとして解釈されてはならないことは理解されるであろ
う。加えて、本発明の詳細な実施形態はユニタリーレンズ又はデュアルレンズアイウェア
システムとの関連において開示又は図示され得るが、かかる実施形態はユニタリーレンズ
及びデュアルレンズの双方のアイウェアシステムにおいて用いることができる。さらに、
かかる実施形態及び当業者が想起し得るその改良例の様々な適用もまた、本明細書に記載
される一般的な概念に包含される。さらに、ゴーグルでの使用における様々な実施形態が
示されるが、実施形態はメガネ及び他の形態のアイウェアでも用いることができる。
【００３３】
　選択的な屈曲、快適性の低さ、及びレンズの光学的歪みなどの先行技術の欠点の多くを
解消するいくつかのゴーグルの実施形態が提供される。広範囲の頭部形状に対するゴーグ
ルの全体的な快適性及び装着性を改善し得る様々な実施形態が提供される。いくつかの実
施形態は、アイソスタティックサスペンション機構を使用してゴーグルが所与の着用者の
頭部形状に合わせて能動的に自動調整することができるように構成される。いくつかの実
施形態は、ゴーグルがレンズの屈曲を防止し、ひいては光学的歪みを防止することができ
るように、剛性レンズ支持体を備えて構成される。さらにいくつかの実施形態は、レンズ
を手早く取り外して別の所与のレンズに取り替えることを可能にするレンズ保持機構を含
み得る。これらの利点の１つ以上を提供するための様々な機構及び特徴は、ゴーグルの様
々な実施形態に組み込むことができる。
【００３４】
先行技術のゴーグル設計及び使用
　図１～図５は、一般的な先行技術のゴーグル設計及びその使用を示す。図１は、ゴーグ
ルフレーム１２と、弾性ストラップ１４と、ゴーグルフレーム１２の後部部分に取り付け
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られた発泡体構成要素１６とを含むゴーグル１０を示す。ゴーグルフレーム１２はまた、
くぼみ又はノーズピース１８も含む。使用時、着用者はゴーグルフレーム１２を自身の顔
面上で位置決めし、頭部の後ろ側に周り込む弾性ストラップ１４を調整することで、ゴー
グルフレームを堅く、しかし快適に、適所に固定する。図５は、ゴーグル１０が嵌められ
ている着用者の頭部４０の上面図を示す。
【００３５】
　発泡体構成要素１６は、着用者の顔に接触してゴーグル１０を着用者の顔の表面に適合
させることを目的としている。しかしながら、ゴーグル１０が選択的に屈曲するために、
発泡体構成要素１６と着用者の顔の表面との間に間隙が形成されることがよくある。さら
に、発泡体構成要素１６の特定の部分が大きく圧縮され、一方で他の部分は全く圧縮され
ないことが多くあり得る。この点について、発泡体構成要素１６が着用者の顔の表面に沿
って応力を適切に分布させることができないため、着用者の頭部の前面又は側面に沿って
、例えば前額部、側頭部、及び頬骨に沿って、応力の集中が起こる。いくつかの実施形態
は、ゴーグルフレーム１２が選択的に屈曲すること、及びゴーグルフレーム１２が様々な
頭部サイズに十分に適応できないことに起因してかかる応力の集中が生じるという認識を
反映する。
【００３６】
　図３は、ゴーグル１０の断面上面図を示す。図示されるとおり、ゴーグル１０のレンズ
２０がゴーグルフレーム１２に装着される。図３は、負荷を受けていない位置におけるゴ
ーグルフレーム１２及びレンズ２０を示す。いくつかの実施形態では、ゴーグルフレーム
１２及びレンズ２０はそれらの成形時の構成から屈曲していない。従って、レンズ２０の
少なくとも側部部分２２、２４は、この例では共通の曲率中心Ａを画定するように構成さ
れ得る。成形時の構成では、レンズ２０の中心セクション２６は、ゴーグル１０に望まし
い光学的特性をもたらすことのできる好ましい幾何形状を画定する。しかしながらこのよ
うな望ましい光学的特性は、使用者が着用することによりゴーグル１０が負荷を受けてい
る位置になると、維持されない。
【００３７】
　図４は、負荷を受けている位置におけるゴーグル１０のレンズ２０を示す。負荷を受け
ている位置は、概してゴーグル１０が着用者の頭部に位置決めされたときにとられる。図
４に示されるとおり、フレーム１２の側部に曲げ力Ｆ、Ｆが加わり、フレーム１２及びレ
ンズ２０の屈曲が引き起こされ得る。これらの力Ｆ、Ｆは、着用者がゴーグル１０を使用
する間の弾性ストラップ１４により生じ得る。
【００３８】
　ゴーグルフレーム１２及びレンズ２０が屈曲して負荷を受けている位置になると、ゴー
グル１０は概してレンズ２０の中点２８で選択的な屈曲を呈する。いくつかの実施形態は
、レンズ２０の中点２８でこのように選択的に屈曲するという欠点により、ノーズピース
１８においてフレーム１２の屈曲が生じるという認識を反映する。図２に示されるとおり
、ノーズピース１８は負荷を受けていない幾何形状が所与の幅を画定している。概してノ
ーズピース１８は、着用者が着用者の鼻梁にゴーグル１０を快適に位置決めすることを可
能にする。しかしながらフレーム１２が選択的に屈曲すると、概してノーズピース１８の
幅は小さくなり得る。結果として着用者の鼻が挟み付けられ、着用者に不快感が生じ得る
。
【００３９】
　加えて、選択的に屈曲することでまた、レンズ２０の側部部分２２、２４の曲率中心が
共通の曲率中心Ａから変位した曲率中心Ｂ、Ｃへと大きく変位する。レンズ２０の中心セ
クション２６もまた、その負荷を受けていない位置から大きく変形する。レンズ２０のこ
の変形により、レンズ２０の元の又は成形時の光学的特性は実質的に悪化する。
【００４０】
　例えば、レンズ２０は実質的なプリズムシフト及び他の光学的歪みを呈し得るが、これ
は着用者の眼を疲労させ、且つ着用者が物体の位置を正確に把握する能力を低下させる傾
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向を有する。これらの欠点によってゴーグル１０の使用が不快になり得るのみならず、潜
在的に着用者の所与の活動を行う能力にも影響が及び得る。一般にゴーグルが使用される
動きの速い活動、例えば、スキー、スノーボード、スカイダイビング、モトクロスなどで
は、レンズ２０及びフレーム１２が選択的に屈曲することにより引き起こされるこれらの
欠点は深刻となり得る。
【００４１】
　図５～図６は、かかる先行技術のゴーグル１０のさらに別の欠点を示す。図５の上面図
は幅の狭い頭部４０に装着されたゴーグル１０を図示し、図６は幅の広い頭部４２に装着
されたゴーグル１０を図示する。幅の狭い頭部４０に装着されると、ゴーグル１０はその
中心セクションを中心に屈曲し、ひいてはレンズが変形して、上記で図３に関連して指摘
したような様々な重大な欠点がもたらされ得る。さらに、発泡体構成要素１６の中心とな
る部分６２が、４６で指示するとおり概して圧縮されていない状態であり得る側部部分６
０と比べて大きい圧縮４４を受け得る。この着用者は幅の狭い頭部を有するため、ゴーグ
ル１０が着用者の頭部に装着されると、着用者の頭部の側部とゴーグル１０の側部部分６
０との間に間隙が生じ得る。この不均等な装着性により、中心セクションにおけるゴーグ
ル内の空気量が減少し得るため、ゴーグル１０の防曇効果が低下し得る。不均等な装着性
によりまた、着用者の頭部４０に対する圧力の不均等及び不快感も引き起こされ得る。
【００４２】
　図６に関連して、ゴーグルは幅の広い頭部４２に装着されるときにも同様にレンズ２０
の屈曲（曲率半径が大きくなる方への屈曲ではあるが。しかしこれもなお光学的歪みを生
じる）を受け得る。さらに、ゴーグル１０が選択的に屈曲するため、発泡体構成要素１６
は多くの場合に発泡体構成要素１６の側部部分６０に沿って過剰な圧縮４８を受け得る。
加えて発泡体構成要素１６の中心となる部分６２が、実際には間隙６６だけ着用者の前額
部６４から離れ得る。間隙６６は僅かではあり得るが、かかる間隙の形成は、スキー及び
スキューバダイビングにおいて存在し得るとおり、荒天又は水が関係する適用においては
問題となり得る。かかる適用では、間隙の形成により視力が妨げられる。さらに、発泡体
構成要素１６が均等に圧縮されないことにより、着用者の頭部４２に対する圧力の不均等
及び不快感が生じ得る。結果として着用者は、概してより大きい不快感及び疲労感を覚え
得る。
【００４３】
交換可能構成要素ゴーグルの実施形態
　いくつかの実施形態は、多くの状況下で、ゴーグル１０が着用者の頭部に装着されると
屈曲し得るため、レンズ２０が変形し、装着性が低下して着用者の頭部にわたる圧力の不
均等及び不快感を生じ、及び／又は防曇能力が低下するという認識を反映する。加えてい
くつかの実施形態は、着用者の視線に対するゴーグル１０の配置を精密に調整することが
困難であり得るという認識を反映する。従って着用者は、レンズの配置（レンズの「傾斜
角」など）を精密に調整すれば視覚が増強され得る活動を行ううえで不利な立場にあり得
る。
【００４４】
　従って、いくつかの実施形態は、快適性、装着性、光学的品質、防曇性、及び／又はゴ
ーグルの構成要素のカスタマイズ化及び交換可能性を高める方法を提供する。いくつかの
実施形態は、後部モジュールに応じて交換することができる前部モジュール又はレンズ支
持体を含むゴーグルを提供し得る。例えば、１つ以上の前部モジュール（又はレンズ支持
体）が１つ以上の後部モジュール（又はフェースプレート、これは着用者の顔面に装着さ
れ得る）に応じて交換可能であり得る。
【００４５】
　いくつかの実施形態は、一定の範囲の頭部サイズにわたる着用者の顔面に対してゴーグ
ルの顔面接触部分の均等な圧力分布を提供するように構成されたアイソスタティックフェ
ースプレートを含むゴーグルを提供し得る。かかる実施形態は、ゴーグルの前部モジュー
ルに対する後部モジュールの差動的な調整能力を可能にすることによって不均等な圧力分
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布を軽減し得る。
【００４６】
　いくつかの実施形態はまた、前部モジュール又はレンズ支持体がゴーグルのレンズを、
撓曲していない配置又は光学的に好ましい配置に支持してレンズの光学的品質を最適化す
るように機能するゴーグルも提供し得る。例えば、前部モジュール又はレンズ支持体の少
なくとも一部分が実質的に剛性があってもよく、それによりレンズの屈曲が防止される。
さらにいくつかの実施形態は、簡易脱着レンズ機構を有するゴーグルを提供し得る。
【００４７】
　以上の、及び他の特徴は、単一のゴーグルに組み込んでも、又は互いに独立して使用し
て複数の異なるゴーグルの実施形態を提供してもよい。
【００４８】
　ゴーグルのいくつかの実施形態は、ゴーグルを着用者の好みに合わせてカスタマイズす
るため交換可能に使用することができる分離可能な構成要素を含み得る。いくつかの実施
形態では、ゴーグルは、ゴーグルの機械的な及び／又は外観上の特徴を変更するために交
換可能に使用することができる分離可能な構成要素を含み得る。
【００４９】
　例えば、分離可能な構成要素を交換可能に使用して、レンズの「傾斜角」、ゴーグル内
の封入空気量容量、前部モジュールと後部モジュールとの間の構造的関係、前部モジュー
ルと後部モジュールとの間の関節動作、後部モジュールの付勢、ゴーグルの装着性、及び
他の機械的な及び／又は外観上の特徴のうちの少なくとも１つを変更することができる。
【００５０】
　図７～図１２はゴーグル１００の実施形態を図示する。ゴーグル１００は、レンズ支持
体又は前部モジュール１０２と、後部モジュール１０４と、前部モジュール１０２と後部
モジュールとの間に延在する少なくとも１つのコネクタ１０６とを含み得る。前部モジュ
ール１０２は着用者の視野にレンズを支持し得る。いくつかの実施形態では、前部モジュ
ール１０２は可撓性であってもよい。しかしながらいくつかの実施形態では、前部モジュ
ール１０２は少なくとも１つの実質的に剛性のある構成要素及び／又はフレームを含むこ
とができ、それが通常の使用条件下でレンズの歪みを防止する方法でレンズを支持又は維
持する。
【００５１】
　図７及び図８は分解された状態のゴーグル１００を示し、図９～図１０は、１つ又は複
数のコネクタ１０６が前部モジュール１０２及び後部モジュール１０４と連結されている
組み立てられた状態のゴーグル１００を示す。図１１～図１２は、組み立てられた状態の
ゴーグルの別の実施形態を示し、ここでは異なる実施形態の１つ又は複数のコネクタ１０
６が前部モジュール１０２及び後部モジュール１０４と連結されている。
【００５２】
　ゴーグルの構成要素は他の構成要素に応じて交換可能又は取り替え可能であってもよい
。後部モジュール１０４は交換可能且つ前部モジュール１０２に着脱自在に取り付け可能
であるように構成され得る。１つ以上の前部モジュール１０２を複数の後部モジュール１
０４に応じて交換することにより、使用者の好みに応じて変更可能且つカスタマイズ可能
な構成を提供することができる。さらに、共通の前部モジュール１０２が様々な後部モジ
ュール１０４の一つに応じて交換可能であり得る。例えばゴーグル１００は、着用者がゴ
ーグル１００の構成要素を交換することによりゴーグル１００を調整し、前部モジュール
１０２と後部モジュール１０４との間の装着性、前部モジュール１０２及び／又は後部モ
ジュール１０４の構成、及び／又は前部モジュール１０２と後部モジュール１０４との間
の相互接続を変更することができるように構成されてもよい。
【００５３】
　上述のとおり、ゴーグル１００は１つ又は複数のコネクタ１０６を含み得る。１つ又は
複数のコネクタ１０６は前部モジュール１０２を後部モジュール１０４と解除可能に又は
永久的に連結し得る。１つ又は複数のコネクタ１０６は、前部モジュール１０２を後部モ
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ジュール１０４と相互接続する可動式又は固定式のいずれかの構成要素を含み得る。１つ
又は複数のコネクタ１０６は、前部モジュール１０２及び／又は後部モジュール１０４の
外周にわたって部分的に又は全面的に延在してもよい。
【００５４】
　１つ又は複数のコネクタ１０６の構成を変更又は交換することで、前部モジュールと後
部モジュールとの間の装着性、及び／又はゴーグルにおける後部モジュール及び／又は前
部モジュールの機能態様に直接影響を与えることができる。後部及び／又は前部モジュー
ルの構成は一定のままとしながら１つ又は複数のコネクタ１０６の構成を変えてもよい。
いくつかの実施形態では、１つ又は複数のコネクタ１０６の構成と後部及び／又は前部モ
ジュールの構成との双方が変えられ得る。１つ又は複数のコネクタ１０６はまた、様々な
異なる接続方式及び目的で構成され得る。従って、本明細書でさらに開示及び考察される
この及び他の実施形態では、後部モジュールの動きは実質的に前部モジュールの動きとは
独立して行われ得る。従って実施形態では、後部モジュールが曲がって着用者の顔面の形
状をとることで快適性及び装着感を最大化する一方、前部モジュールは実質的に撓曲しな
い状態に維持され、従って前部モジュールによって支持されるレンズ（デュアルであれ、
又はユニタリーであれ）の光学的歪みを回避し得る。
【００５５】
　例えば、１つ又は複数のコネクタ１０６は、１つ又は複数のコネクタ１０６と前部モジ
ュール１０２及び／又は後部モジュール１０４との間に剛体的な、不動の、又は固定され
た関係を提供するように構成され得る。かかる実施形態において、１つ又は複数のコネク
タ１０６は後部モジュール１０４の前部モジュール１０２に対する間隔、位置、又は配置
を確立し得る。さらに、１つ又は複数のコネクタ１０６を交換することにより、前部モジ
ュール１０２と後部モジュール１０４との間の間隔、位置、又は配置の関係を変更するこ
とができる。
【００５６】
　さらにいくつかの実施形態では、１つ又は複数のコネクタ１０６はまた、１つ又は複数
のコネクタ１０６と前部モジュール１０２及び／又は後部モジュール１０４との間に可撓
性の、可動の、回転自在な、並進自在な、又は枢動自在な関係を提供するように構成され
得る。例えば、１つ又は複数のコネクタ１０６は、１つ又は複数のコネクタ１０６を前部
モジュール１０２及び後部モジュール１０４の少なくとも一方に対して移動又は回転させ
ることが可能な方法で前部モジュール１０２及び後部モジュール１０４に連結されてもよ
い。このようにして１つ又は複数のコネクタ１０６は、前部モジュール１０２の少なくと
も１つに対して後部モジュール１０４を撓ませ、動かし、回転させ、並進させ、又は枢動
させることを可能にし得る。このようにしてゴーグル１００は、ゴーグルが着用者の顔に
接触する範囲に沿って、且つその範囲に対して、ゴーグルの圧力を均一にする又は均等に
分布させることができる独立したサスペンション機構又はアイソスタティック機構を提供
し得る。独立したサスペンション機構又はアイソスタティック機構は、後部モジュールに
よって着用者の頭部に対して及ぼされる圧力分布を均一にするための、後部モジュールの
前部モジュールに対する差動的な調整能力を提供し得る。
【００５７】
　さらにいくつかの実施形態では、１つ又は複数のコネクタ１０６はゴーグル１００に応
じて交換可能であり、異なる接続方式及び／又は着用者の好みに応じたカスタマイズ可能
な構成を提供することができる。例えば、ゴーグルに応じて少なくとも１つのコネクタ１
０６の種々の実施形態を交換することができる（図９～図１２に図示される実施形態に示
されるとおりのものなど）。
【００５８】
　１つ又は複数のコネクタ１０６は、前部モジュール１０２及び後部モジュール１０４と
は別個に形成され得る。１つ又は複数のコネクタ１０６は、着用者がゴーグルの所与の特
徴を調整することができるようにするため、ゴーグルから取り外し可能且つ交換可能であ
ってもよい。さらに１つ又は複数のコネクタ１０６は、１つ又は複数のコネクタ１０６と
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後部モジュール１０４及び前部モジュール１０２の少なくとも一方とが互いに対して動く
ことが可能な方法で、後部モジュール１０４及び前部モジュール１０２の一方に連結され
得る。いくつかの実施形態では、１つ又は複数のコネクタ１０６の端部は、熱結合、接着
結合、機械的係合、及び／又は当該技術分野において公知の他の連結方法を用いて前部モ
ジュール１０２及び／又は後部モジュール１０４に取り付けることができる。図１１～図
２３Ｅに様々な実施形態が示され、これについては以下でさらに考察する。
【００５９】
　しかしながらいくつかの実施形態では、１つ又は複数のコネクタ１０６はまた、前部モ
ジュール１０２又は後部モジュール１０４のいずれかと一体に形成されてもよい。
【００６０】
　１つ又は複数のコネクタ１０６はまた、例えば互いに対して関節動作し得ることで１つ
又は複数の関節動作コネクタ１０６を提供する１つ以上の部分構成要素も含むことができ
る。さらに、１つ又は複数のコネクタ１０６は様々な種類の材料から形成されてもよく、
例えば、剛性、可撓性、圧縮性、又は他の望ましい機械的特性若しくは材料特性を提供し
得る。従って１つ又は複数のコネクタ１０６は、枢動自在なリンク、剛性リンク、可撓体
、板ばね、コイルばね、剛体、圧縮体、ロッド形状体、ウィッシュボーン形状体、ダイヤ
モンド形状体、ガスケット、及び／又は拡張可能セルを含み得る。
【００６１】
　いくつかの実施形態では、ゴーグル１００は単一のコネクタ１０６を含み得る。例えば
、単一のコネクタ１０６は、前部モジュール１０２及び後部モジュール１０４の外周部に
延在して前部モジュール１０２と後部モジュール１０４とを相互接続するガスケット、パ
ッド、又は他の単一構造の形態であってもよい。さらに、いくつかの実施形態では、ゴー
グルは複数のコネクタ１０６を含み得る。
【００６２】
　図７～図１０に示されるとおり、いくつかの実施形態では１つ又は複数のコネクタ１０
６は、前部モジュール１０２及び後部モジュール１０４のそれぞれに位置する各前部接続
点１０８及び後部接続点１１０と相互接続し得る。前部接続点１０８及び後部接続点１１
０は、１つ又は複数のコネクタ１０６と前部モジュール１０２及び／又は後部モジュール
１０４との間に剛体的な、不動の、又は固定された関係を提供し、及び／又は１つ又は複
数のコネクタ１０６と前部モジュール１０２及び／又は後部モジュール１０４との間に可
動の、回転自在な、並進自在な、又は枢動自在な関係を提供することができる。
【００６３】
　前部接続点１０８及び後部接続点１１０は様々な構成で形成され得る。例えば、図７～
図１０の例示される実施形態では、前部接続点１０８及び後部接続点１１０は、１つ又は
複数のコネクタ１０６上の対応する表面構造と係合するように構成された凹部又はソケッ
トなどの相補的な表面構造を含み得る。さらにいくつかの実施形態では、前部接続点１０
８及び後部接続点１１０がそれぞれ後方及び前方に延在する突起を含んでもよく、それら
の突起は１つ又は複数のコネクタ１０６と係合するように構成されてもよい。いずれにし
ろ、前部接続点及び／又は後部接続点のいずれかが、１つ又は複数のコネクタとの連結用
の突起、凹部、又はソケットを含み得る。
【００６４】
　いくつかの実施形態では、前部接続点１０８及び後部接続点１１０の構成を変更するこ
とで、ゴーグルにおける１つ又は複数のコネクタ、後部モジュール、及び／又は前部モジ
ュールの機能態様に直接影響を与えることができる。いくつかの実施形態では、後部及び
／又は前部モジュールの構成は一定のままとしながら前部接続点１０８及び後部接続点１
１０の構成のみが変更点であってもよい。いくつかの実施形態では、後部及び／又は前部
コネクタの構成と後部及び／又は前部モジュールの構成との双方が変えられ得る。
【００６５】
　図８を参照すると、ゴーグル１００のフェースプレート又は後部モジュール１０４が第
１の側方縁部１０５と第２の側方縁部１０７との間に延在し得る。直線距離は、フェース
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プレートの湾曲に対する割線の性質上、正しく装着されているゴーグルでは、側方縁部１
０５及び１０７と着用者の頭部との間の接触点における着用者の顔の幅に一致する。応力
を受けていないゴーグルにおけるこの割線の長さは、典型的には少なくとも約４インチ及
び／又は約７インチ以下の間の範囲内となり得る。多くの場合、この範囲は少なくとも約
５．５及び／又は約６．５インチ以下の間の範囲となり得る。いくつかの実施形態におい
て、側方縁部１０５と１０７との間の割線距離は、レンズの曲率は変化することなしに少
なくとも約０．５インチ、概して少なくとも約１インチ及び／又は約２インチ以下の間だ
け変わり得る。
【００６６】
　以下に考察するとおり、前部モジュール１０２、後部モジュール１０４、及び／又は１
つ又は複数のコネクタ１０６のうちの少なくとも１つを、着用者がゴーグルの特徴の少な
くとも１つをカスタマイズするために選択的に交換可能であり得るゴーグルシステムの実
施形態が提供され得る。
【００６７】
　いくつかの実施形態では、このゴーグルシステムは、ゴーグルにおいて所望の「傾斜角
」をもたらし得る種々の幾何学的特性を備えた複数の構成要素、コネクタ、前部モジュー
ル、及び／又は後部モジュールを含み得る。例えば、ゴーグルシステムは、ゴーグルにお
いて所望の「傾斜角」をもたらす種々の幾何学的特性を備えた複数の後部モジュール１０
４を含んでもよい。ゴーグルの「傾斜角」とは、概して垂直線に対するレンズの向きを指
す。ゴーグルの傾斜角を調整することにより、着用者はレンズの光学中心線を、光学中心
線が通常の真っ直ぐ前を見る視線から外れて着用者の活動に特有の視線に移るように調整
することが可能となり得る。
【００６８】
　例えばいくつかの実施形態では、着用者が頻繁に、真っ直ぐ前を見る視線に対して下方
（着用者の直ちに前方にある経路を見るため）又は着用者の真っ直ぐ前を見る視線に対し
て上方を注視する活動に合うようゴーグルの傾斜角をカスタマイズすることが可能であり
得る。光学中心線を活動に特有の視線により緊密に対応するよう調整することにより、着
用者は、着用者の注視（すなわち活動に特有の視線）がレンズを通過するときに起こる像
のシフト又はプリズムの歪みを最小限に抑えることができる。これは、滑降スキー、スノ
ーボード、モトクロスなど、速い反応時間及び着用者の前方にある地形の頻繁な観察が必
要なスポーツに有利であり得る。
【００６９】
　ゴーグルの傾斜角は、レンズの光学中心線が活動に特有の視線とほぼ平行になるように
調整することができる。さらにゴーグルの傾斜角は、レンズの光学中心線が活動に特有の
視線とほぼ同軸状になるように調整することができる。
【００７０】
　従っていくつかの実施形態では、ある後部モジュールを前部モジュールに取り付け、着
用者の頭部から別の後部モジュールとは異なる渦距離にレンズを位置決めし得る。特に、
種々の後部モジュールを交換することにより、着用者はどの後部モジュールが使用される
かに応じてゴーグルに異なる傾斜角を生じさせることが可能となり得る。さらに、種々の
コネクタ又は前部モジュールもまた交換することで、着用者は異なる傾斜角を生じさせ、
あるいは着用者の顔面に対するゴーグルの幾何形状若しくは間隔に影響を及ぼすことが可
能となり得る。間隔又は位置の違いは、後部モジュール、前部モジュール、及び／又は後
部モジュールと前部モジュールとの間のコネクタのうちの少なくとも１つの幾何学的特性
によってもたらすことができる。
【００７１】
　ゴーグルシステムのいくつかの実施形態は、ゴーグルの防曇能力を調整するために、各
々がゴーグル内に異なる空気量をもたらす複数の構成要素、コネクタ、前部モジュール、
及び／又は後部モジュールを含み得る。理解されるであろうとおり、ゴーグル内の空気量
が多いほど、所与の一連の条件下においてゴーグルのレンズが曇る可能性は低くなる。
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【００７２】
　例えば、着用者は活動に応じて所与の後部モジュールを取り外し、ゴーグル内のレンズ
と着用者の顔面との間に閉じ込められる空気量が増加又は減少する別の後部モジュールに
取り替えてもよい。いくつかの実施形態では、コネクタ、前部モジュール、及び／又は後
部モジュールは、パッドの厚さ、後部モジュールの本体の厚さを変化させ、及び／又は後
部モジュールと前部モジュールとの間に使用される１つ又は複数のコネクタの長さ及び／
又はサイズを変化させることにより、前部モジュールと着用者の顔面との間の空隙を調整
するように構成され得る。
【００７３】
　さらにゴーグルシステムは、着用者が様々な種類の材料、材料特性又は機械的特性、設
計特徴、及びサイズのなかから選択することを可能にし得る複数の異なる構成要素、コネ
クタ、前部モジュール、及び／又は後部モジュールを含み得る。いくつかの実施形態では
、コネクタ又は構成要素は、できる限り小さい又は低姿勢のゴーグル外観をもたらすよう
に形成され得る。コネクタ又は構成要素は、最小限のゴーグル全厚をもたらすように構成
され得る。
【００７４】
　例えば後部モジュールは、着用者がそのゴーグルについてぴったりした装着感を得るこ
とができるように、小、中、大、及び特大サイズで提供されてもよい。各々は、一定の範
囲の頭部サイズ又は幾何形状にわたり動的な適合性を有する。いくつかの実施形態では、
後部モジュールは、内方へ付勢されている（幅の狭い頭部サイズ用）、外方へ付勢されて
いる（幅の広い頭部サイズ用）、その中心に向かって、円錐状に、円筒状に、球状に、又
は標準位置に向かって付勢されている（平均的な頭部サイズ用）など、所望の初期位置へ
の付勢を提供するように構成され得る。従って、後部モジュールは撓曲なく付勢された位
置をとるように構成されることができ、ゴーグルが着用者の顔面上に位置決めされると、
後部モジュールはその位置から撓曲し得る。撓曲なく付勢された位置を選択することで、
所与の頭部形状に対する後部モジュールの装着感及び適合性を向上させることができる。
【００７５】
　さらに後部モジュールはまた、後部モジュールのパッドの厚さ、幅、材料、及び構成に
基づいても選択することができる。さらには、いくつかの実施形態は、着用者が音響機器
及び通信機器、例えばＭＰ３プレーヤー又は携帯電話などの電子装置をゴーグルに組み込
むことを可能にし得る。例えば、前部モジュール、後部モジュール、ストラップ、及び／
又はゴーグルの他の構成要素が、着用者が使用する１つ以上の電子デバイスを支持し得る
。従って実施形態は、優れたカスタマイズ性及び能力を備える交換式ゴーグルを提供する
。
【００７６】
　カスタマイズ可能な幾何形状及び構成のゴーグルを提供するための前部及び後部モジュ
ールの交換可能性に加え、１つ又は複数のコネクタ１０６、１つ又は複数の後部接続点、
及び／又は１つ又は複数の前部接続点もまた、傾斜角、構成要素サイズ、空気量、及び／
又はゴーグルの他の特徴の調整を可能にするために変更することができる。いくつかの実
施形態では、１つ又は複数のコネクタ１０６、１つ又は複数の後部接続点、及び／又は１
つ又は複数の前部接続点のサイズ、形状、及び／又は構成を選択することにより、上記で
考察されるものなどのゴーグルの特徴を変更し得る。いくつかの実施形態では、１つ又は
複数のコネクタ１０６、１つ又は複数の後部接続点、及び／又は１つ又は複数の前部接続
点のうちの少なくとも１つを交換することにより、傾斜角、構成要素サイズ、空気量、及
び／又はゴーグルの他の特徴を変更し得る。
【００７７】
　図１１～図１２はゴーグル１４０の別の実施形態を示す。ゴーグル１４０は、上記で考
察されるゴーグル１００と同様のレンズ支持体又は前部モジュール１０２及び後部モジュ
ール１０４を含み得るが、図１１～図１２に示されるゴーグル１４０は、上記で考察され
る１つ又は複数のコネクタの異なる実施形態を含み得る。特に、ゴーグル１４０は弓形の
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ウィッシュボーン型コネクタ１４２を含み得る。本明細書では、例えば図１１～図２７に
おいて、ウィッシュボーン型コネクタ１４２の様々な実施形態が考察及び例示される。
【００７８】
　いくつかの実施形態では、ウィッシュボーン型コネクタ１４２は、ウィッシュボーン型
コネクタ１４２が前部モジュール１０２及び後部モジュール１０４の少なくとも一方に対
して動き、撓み、又は回転することが可能な方法で前部モジュール１０２及び後部モジュ
ール１０４に連結され得る。ゴーグル１４０は、着用者の顔面に動的に適合するための後
部モジュールの前部モジュールに対する差動的な調整能力を提供し、後部モジュールによ
って着用者の頭部に及ぼされる圧力分布を均一にする傾向を有し得る。
【００７９】
　ウィッシュボーン型コネクタ１４２は前部モジュール１０２に少なくとも１点で連結さ
れ、後部モジュール１０４に少なくとも１点で連結され得る。例えば、図１１～図１２に
例示されるものなどの実施形態では、ウィッシュボーン型コネクタ１４２は前部モジュー
ル１０２に単一の点で連結され、後部モジュールに二つの点で連結される。かかる構造は
、前部モジュール１０２を概して撓曲していない状態に保ったまま後部モジュール１０４
の曲がりを促進する傾向を有し得る。かかる実施形態では、従って前部モジュール１０２
によって支持されるレンズが概して撓曲しないため、ゴーグルの光学性能が向上し得る。
【００８０】
　ウィッシュボーン型コネクタ１４２は前部モジュール１０２及び後部モジュール１０４
の少なくとも一方に可動的に又は回転自在に連結され得る。ウィッシュボーン型コネクタ
１４２と前部モジュール１０２及び後部モジュール１０４の少なくとも一方との間に可動
の又は回転自在な関係を提供するため、ウィッシュボーン型コネクタ１４２は、ウィッシ
ュボーン型コネクタ１４２と前部モジュール１０２及び／又は後部モジュール１０４との
接続点のうちの１つに形成された可撓性の又は枢動自在な継手を含み得る。
【００８１】
　例えば、ウィッシュボーン型コネクタ１４２は枢動自在な接続点１４４を含み得る。い
くつかの実施形態では、枢動自在な接続点１４４は、ウィッシュボーン型コネクタ１４２
と前部モジュール１０２との間に形成されたヒンジ継手又は回転自在な連結部として構成
されてもよい。
【００８２】
　さらに、ウィッシュボーン型コネクタ１４２はまた、可撓性の又は枢動自在な継手を設
けるために使用される可撓性材料も含み得る。かかる実施形態については、以下で図１３
～図１６を参照して例示及び考察する。
【００８３】
　図１１～１２に例示される実施形態において、ウィッシュボーン型コネクタ１４２は後
部モジュール１０４に第１の後部接続点１４６及び第２の後部接続点１４８で連結される
。いくつかの実施形態では、第１の後部接続点１４６及び第２の後部接続点１４８は、ウ
ィッシュボーン型コネクタ１４２と後部モジュール１０４との間に固定された、剛体的な
、又は不動の連結部を提供する。しかしながら第１の後部接続点１４６及び第２の後部接
続点１４８は、ウィッシュボーン型コネクタ１４２と後部モジュール１０４との間に可動
の、回転自在な、又は枢動自在な連結部を提供してもよい。
【００８４】
　ウィッシュボーン型コネクタ１４２は、前部モジュール１０２と後部モジュール１０４
との間に所望の相対的な動きを付与するように構成され得る。以下で図２１Ａ～図２７を
参照してさらに考察及び図示するとおり、ウィッシュボーン型コネクタのサイズ、形状、
及び連結方式は、後部モジュール１０４の前部モジュール１０２に対する望ましい関節動
作を実現するため変えることができる。例えば、後部モジュール１０４の動きは前部モジ
ュール１０２の動きと実質的に独立して行うことができる。ゴーグルの装着感を高めるた
めのこれらの考慮及び変更を行うことで、特定の範囲の頭部サイズ又は活動に対してカス
タマイズされた関節動作を提供し、及び／又はゴーグル設計を変更することができる。い
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くつかの実施形態では、この機構は、前部モジュール１０２によって支持されるレンズの
光学的品質を保つ一方で後部モジュール１０４の快適性及び装着感を高める働きをし得る
。
【００８５】
　上記で図７～図１２に関連して考察される交換式ゴーグルの実施形態は、以下で、場合
により交換可能なシステムにおいてさらに詳細に考察する様々な機構及び特徴を組み込む
ことができる。ここでこれらの特徴のいくつかを、具体的な実施形態を参照してさらに詳
細に考察する。本明細書において考察される特徴は、交換式ゴーグルの実施形態の１つ以
上に組み込むことができるが、本明細書において考察される特徴はまた、上記で図７～図
１２に関連して考察したとおりの構成要素の交換可能性を提供しない１つ以上のゴーグル
の実施形態にも組み込むことができる。
【００８６】
アイソスタティックフェースプレートゴーグルの実施形態
　多くの先行技術のゴーグル設計には、共通して、ゴーグルの応力を受けていないときの
両側方縁部間の寸法より狭い着用者の頭部にゴーグルが締め付けられたときに、ゴーグル
フレームの中点を選択的に屈曲させるという欠点がある。かかる選択的な屈曲により、装
着性の不良、光学的品質の低下が生じ、さらには着用者に身体的及び視覚的不快感が引き
起こされ得る。従っていくつかの実施形態は、２００９年１月２３日に出願された「Ｃｏ
ｎｔｒｏｌｌｅｄ　Ｄｅｆｌｅｃｔｉｏｎ　Ｇｏｇｇｌｅ」と題される同時係属中の米国
特許出願第１２／３５９，１７５号明細書（その全体が参照により本明細書に援用される
）に開示されるものなど、ゴーグルの快適性及び性能を向上させるために先行技術のゴー
グルフレームの選択的な屈曲性を低減及び／又は解消し得るという認識を反映する。加え
て、本明細書に開示されるいくつかの実施形態は、ゴーグルの各部分を互いに対して動的
に関節動作して着用者の顔の外形に合わせて能動的に調整できるようにすることで、対応
してレンズを屈曲させる必要なしにカスタマイズされた装着性を実現し得るという認識を
反映する。
【００８７】
　図１３～図２０は、いくつかの実施形態において提供され得るアイソスタティックフェ
ースプレート機構を示す。本明細書で使用されるとき、用語「アイソスタティックフェー
スプレート機構」又は「アイソスタティックフェースプレート」は、概して、前部モジュ
ール又はフレームと後部モジュール又はフレームとを有する機構を指すことができ、ここ
で後部モジュールは前部モジュールに対して、及び／又は前部モジュールと独立して調整
可能であってよく、後部モジュールが着用者の頭部にカスタマイズされた装着性を備える
ことが可能となる。例えばこの相対的な動きにより、後部モジュールが曲がる間にも前部
モジュールの所望の形状を維持することがさらに可能となり、従って前部モジュールによ
り支持される１つ又は複数のレンズの光学的歪みを防止し得る。例えばいくつかの実施形
態では、前部モジュールと後部モジュールとの間のコネクタにより、後部モジュールを前
部モジュールに対して関節動作させることができ、前部モジュールの動きと独立して後部
モジュールを動かすことが可能となり得る。後部モジュールは着用者の顔の形状及び外形
に合わせて自動調整され、その一方で前部モジュールに含まれるレンズの光学的配置は維
持され得る。
【００８８】
　図１３～図１６Ｂに示されるとおり、ゴーグル２００は、レンズ支持体又は前部モジュ
ール２０２と、後部モジュール２０４と、少なくとも１つのコネクタ２０６とを含み得る
。ゴーグル２００のアイソスタティックフェースプレート機構は、１つ又は複数のコネク
タ２０６並びに前部モジュール２０２及び後部モジュール２０４を用いて形成され得る。
アイソスタティックフェースプレート機構は、後部モジュールによって着用者の頭部に及
ぼされる圧力分布を均一にするための、後部モジュールの前部モジュールに対する差動的
な調整能力を提供し得る。
【００８９】
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　図１３～図１６Ｂに示される実施形態において、１つ又は複数のコネクタ２０６は、１
つ又は複数のコネクタ２０６を前部モジュール２０２に連結する可撓性連結部２１０を含
み得る。このように可撓性連結部２１０により、１つ又は複数のコネクタ２０６を前部フ
ェースプレート２０２に対して、それらの相対的な動きを許容しながら連結することが可
能となり得る。例えば、後部モジュール２０４の動きは前部モジュール２０２の動きとは
実質的に独立して行われ得る。従って、図１１～図１２に示される枢動自在な実施形態と
同様に、１つ又は複数のコネクタ２０６により後部モジュール２０４が前部モジュール２
０２に対して関節動作することが可能となり得る。いくつかの実施形態では、この機構は
、前部モジュール２０２によって支持されるレンズの光学的品質を保つ一方で後部モジュ
ール２０４の快適性及び装着感を高める働きをし得る。
【００９０】
　可撓性連結部２１０は弾性材料を含み得る。例えば、可撓性連結部２１０は、圧縮性、
弾性、及び／又は軟質若しくは半剛性のポリマー又は金属を使用して作製されてもよい。
かかる実施形態では、可撓性連結部２１０は、可撓性連結部２１０の可撓性によって１つ
又は複数のコネクタ２０６と前部モジュール２０２との間の相対的な動きが促進されるよ
うに、前部モジュール２０２と１つ又は複数のコネクタ２０６の本体２１２との間に延在
してそこに堅く取り付けられ得る。
【００９１】
　１つ又は複数のコネクタ２０６はまた、後部モジュール２０４に連結され得る一対の後
端部２１４も含み得る。後端部２１４は、熱結合、接着結合、スナップ嵌め若しくは他の
機械的係合、及び／又は当該技術分野において公知の他の連結方法を用いて後部モジュー
ル２０４に固定的に又は可動的に取り付けられ得る。いくつかの実施形態では、１つ又は
複数のコネクタ２０６の後端部２１４は幅が広がった取り付け要素として形成され得る。
図示されるとおり、幅が広がった取り付け要素は、１つ又は複数のコネクタ２０６と後部
モジュール２０４との間の接触範囲の増加を提供して、後部モジュール２０４への１つ又
は複数のコネクタ２０６の取り付けを促進するように構成され得る。上記で図７～図１０
に示される実施形態に関連して考察したとおり、後部モジュール２０４は、後端部２１４
を結合し、及び／又は機械的に係合することのできる接続点、凹部、隆起部などを含み得
る。これらの特徴についての考察はここに援用し、簡潔にするため繰り返さない。
【００９２】
　加えて、図１３～図１６Ｂに示される実施形態は、前部モジュール２０２が半剛性又は
剛性材料及び／又は構造を含むように構成され得る。前部モジュール２０２は、使用時の
レンズの実質的な屈曲を防止し、ひいては最適な光学的品質を提供するような方法でレン
ズを支持し得る。
【００９３】
　図１５～図１６Ｂはゴーグル２００の上面図を示し、それぞれ撓曲していない位置２５
０及び撓曲した位置２５２、２５４にある後部モジュール２０４が示される。図１６Ａは
、図１５に示される撓曲していない位置２５０から、幅の狭い頭部サイズに適応する幅が
狭まった撓曲位置２５２への後部モジュール２０４の撓曲を示す。図１６Ｂは、図１５に
示される撓曲していない位置２５０から、幅の広い頭部サイズに適応する幅が広がった撓
曲位置２５４への後部モジュール２０４の撓曲を示す。
【００９４】
　図１６Ａに示されるとおり、後部モジュール２０４の中心部分２５６に対して前方への
力Ｆａが加わると、後部モジュール２０４は前部モジュール２０２に対して撓曲し得る。
頭部の幅が狭い着用者がその頭部にゴーグル２００を嵌めると、かかる前方への力Ｆａは
ほぼ正面に向かう。このようにならない場合には、着用者は幅の狭い頭部を有するため、
ゴーグルが着用者の頭部に適合されたときに着用者の頭部の側部とゴーグルの側部部分と
の間に間隙が存在し得る。この典型的な状況は、上記で図５に図示及び説明される。
【００９５】
　しかしながら図１６Ａに示される実施形態では、後部モジュール２１４の側部部分２６
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０が前部モジュール２０２から概して遠ざかる又は離される方に引き込まれ、それにより
着用者の頭部の側部へと寄るため、着用者の頭部に対する装着性及び圧力分布が改善され
得る。従って後部モジュール２０４の中心部分２５６が概して前部モジュール２０２に近
付く方向に動く一方、後部モジュール２０４の側部部分２６０が概して前部モジュール２
０２から遠ざかる方向に動く。コネクタ２０６及び後部モジュール２０４が前部モジュー
ル２０２に対して関節動作するため、後部モジュール２０４は幅が狭まった撓曲位置２５
２へと撓曲して、幅の狭い頭部サイズに適応することができる。
【００９６】
　同様に、図１６Ｂは、後部モジュール２０４が幅が広がった撓曲位置２５４へと撓曲さ
れているゴーグル２００を示す。図１６Ｂにおいて、後部モジュール２０４の側部部分２
６０の一方又は双方に対して側方への力Ｆｂが加わると、後部モジュール２０４が前部モ
ジュール２０２に対して撓曲し得る。頭部の幅が広い着用者がその頭部にゴーグル２００
をはめると、かかる側方への力Ｆｂは後部モジュール２０４に対してほぼ外側に向かう。
着用者は幅の広い頭部を有するため、このようにならない場合には側部部分が着用者の頭
部の側部を強く圧迫し得るとともに、ゴーグルの中心部分が着用者の頭部の中心部に対し
てほとんど接触又は圧力を生じなくなり得る。この典型的な状況は、上記で図６に図示及
び説明される。
【００９７】
　しかしながら図１６Ｂに示される実施形態では、後部モジュール２１４の側部部分２６
０が側方に撓曲し、後部モジュール２０４の中心部分２５６が着用者の頭部の中心部の方
に寄ることにより、着用者の頭部に対する圧力がより良好に分布し得る。後部モジュール
２０４の中心部分が概して前部モジュール２０２から遠ざかる方向に動く一方、後部モジ
ュール２０４の側部部分２６０が概して前部モジュール２０２に近付く方向に動く。コネ
クタ２０６及び後部モジュール２０４が前部モジュール２０２に対して関節動作するため
、後部モジュール２０４は幅が広がった撓曲位置２５８へと撓曲して、幅の広い頭部サイ
ズに適応することができる。
【００９８】
　後部モジュール２０４の動きは、コネクタ２０６の動きによって少なくとも部分的に制
御することができる。いくつかの実施形態では、コネクタ２０６は略剛体であってよい。
かかる実施形態では、コネクタ２０６を枢動又は回転させることにより、コネクタ２０６
の一方の端部が概して前部モジュール２０２に近付く方に動く一方、コネクタ２０６の別
の端部が概して前部モジュール２０２から遠ざかる方に動き得る。従って、後部モジュー
ル２０４の一部分の動きによって直ちに後部モジュール２０４の別の部分の対応する動き
が生じ得る。例えば、ウィッシュボーン型コネクタがこの機能を提供し得る。これらの特
徴及び機能はアイソスタティックフェースプレート機構の実施形態のいずれにおいても実
現することができ、それらの実施形態はゴーグルの実施形態のいずれにも組み込むことが
できる。
【００９９】
　従ってアイソスタティックフェースプレート機構は、後部モジュールの前部モジュール
に対する差動的な調整能力を提供することにより、着用者の頭部にわたる圧力分布を均一
にし、広範囲の頭部サイズに対するゴーグルの装着感及び快適性を高めることができる。
いくつかの実施形態では、アイソスタティックフェースプレート機構は、加えられる力に
応答して後部モジュールの各部の移動を生じさせ得る。
【０１００】
　例えば、後部モジュールの一部分が、加えられる力に応答して概して前部モジュールに
近付く方向又はそれから遠ざかる方向に調整される一方、後部モジュールの別の部分が、
概して前部モジュールから遠ざかる方向又はそれに近付く方向である反対方向に調整され
てもよい。いくつかの実施形態では、第１の後部モジュールの一部分が加わる力によって
前部モジュールから押し離される場合（例えばゴーグルを身に着けている間に生じる）、
後部モジュールの少なくとも第２の部分が前部モジュールに向かって（これは第１の部分
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の方向と逆である）引き込まれ得る。いくつかの実施形態において、着用者の顔の外形に
沿った後部モジュールの適合性を提供する後部モジュールの撓曲が、着用者の顔に対する
ゴーグルの前部モジュール及びレンズの配置を、所望の、且つほぼ一定の配置に維持する
ことに役立ち得る。
【０１０１】
　さらに、後部モジュールが前部モジュールに対して独立して関節動作することにより、
前部モジュールがレンズを概して撓曲していない配置に支持することが可能となり、従っ
てレンズの光学性能が向上し得る。さらに、剛性のある前部モジュールを使用するいくつ
かの実施形態においてゴーグルの可撓性及び調整能力が損なわれることがない。
【０１０２】
　図１７～図１８は、ゴーグル３００に組み込まれたアイソスタティックフェースプレー
ト機構の別の実施形態を示す。ゴーグル３００は、レンズ支持体又は前部モジュール３０
２と後部モジュール３０４とを含み得る。後部モジュール３０４は少なくとも１つのコネ
クタ３０６によって前部モジュールに連結され得る。
【０１０３】
　１つ又は複数のコネクタ３０６は、前部モジュール３０２を後部モジュール３０４と相
互接続する可動式又は固定式のいずれかの構成要素を含み得る。１つ又は複数のコネクタ
３０６は、圧縮性、非圧縮性、可撓性、及び／又は非可撓性の材料を含み得る。図１７の
上面斜視図は、１つ又は複数のコネクタ３０６が、上記で図１１～図１２に例示及び考察
する実施形態と同様のウィッシュボーン型コネクタを含み得ることを示す。それらの特徴
についての考察はここで繰り返すことはせず、上記の考察から援用する。
【０１０４】
　図１８の底面斜視図は、１つ又は複数のコネクタ３０６がまた細長リンク又はアーム３
１０も含み得ることを示す。アーム３１０は略剛性材料又は可撓性材料から形成され得る
。従ってアーム３１０は、前部モジュール３０２と後部モジュール３０４との間に概して
固定的な、又は可変の若しくは動的な間隔を提供し得る。アーム３１０の使用は後部モジ
ュール３０４の前部モジュール３０２に対する関節動作に影響を及ぼし得る。例えばいく
つかの実施形態では、上側のコネクタ対がウィッシュボーン型コネクタの使用によって動
的な関節動作を提供してもよく、一方で下側のコネクタ対が細長アームの使用によって単
純な関節動作を提供してもよい。
【０１０５】
　図１９はゴーグル３００の上面図を示し、ここでは後部モジュール３０４が撓曲してい
ない位置３２０にある。このように、後部モジュール３０４は撓曲していない位置３２０
に向かって付勢されていてもよい。図１９は後部モジュール３０４を広がった位置で示す
が、後部モジュール３０４はまた狭い位置に向かって付勢されてもよい。
【０１０６】
　図２０Ａは、幅が狭まった撓曲位置３２２にある後部モジュール３０４を示し、撓曲し
ていない位置３２０を破線で示している。図１５～図１６Ｂに図示及び考察される実施形
態と同様に、中心部分３３０が概して前部モジュール３０２に向かって押されるような外
向きの力Ｆａが後部モジュール３０４に対して加えられ得る。中心部分３３０が前部モジ
ュール３０２に近付くに従い、後部モジュール３０４の側部部分３３２が概して前部モジ
ュール３０２から遠ざかる又は離される方に引き込まれ得る。上記で図１５～図１６Ｂに
関連して考察したとおり、コネクタ３０６は、コネクタ３０６の回転又は枢動を受けてコ
ネクタ３０６の対向する端部が概して反対方向に動くことを可能にする略剛性材料を含み
得る。このように、後部モジュール３０４の各部は動きについて相互依存性を有すること
ができ、これが後部モジュール３０４の外形の自動カスタマイズ化を促進し得る。
【０１０７】
　図２０Ｂは、後部モジュール３０４が幅が広がった撓曲位置３６０にあるゴーグル３０
０を示す。図示されるとおり、後部モジュール３０４の側部部分３３２に力Ｆｂが加わる
と、側部部分３３２が概して前部モジュール３０２に向かって押され得る。この動きによ
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って後部モジュール３０４の中心部分３３０が概して前部モジュール３０２から遠ざかる
又は離される方に引き込まれ得る。従って幅の広い頭部を有する着用者は、ゴーグルの着
用時にほぼカスタマイズされた装着性を有することができる。いくつかの実施形態では、
後部モジュール３０４は着用者の頭部の外形に合わせて自動調整され得る。
【０１０８】
　いくつかの実施形態では、従ってアイソスタティックフェースプレート機構により、前
部モジュールの動きと独立したゴーグルの後部モジュールの自動調整が可能となり得る。
後部モジュールの対向する端部又は側部の動きは、加えられる力の位置を基準としてほぼ
鏡像となり得る。しかしながらゴーグルのコネクタは、後部モジュールの一方の側部の関
節動作が後部モジュールの他方の側部の関節動作と異なるように互いに独立して動くこと
ができる。関節動作がこのように異なることはまれであり得るが、アイソスタティックフ
ェースプレート機構のいくつかの実施形態のこの能力は、このゴーグルにより提供され得
る優れた調整能力及び自動カスタマイズ化を際立たせる。
【０１０９】
　さらに、図１８に示されるとおり、ゴーグルのいくつかの実施形態は剛性又は半剛性コ
ネクタを伴い提供され得る。剛性又は半剛性コネクタは、後部モジュールの一部分を前部
モジュールに対して所与の配置で支持し、後部モジュールの下側部分における関節動作の
枢動点を提供し得る。
【０１１０】
　図１８の実施形態に示されるアーム３１０は前部モジュール３０２の対向する側部に隣
接して位置決めされる。アーム３１０は、その長手方向軸が着用者の顔より前及び／又は
ゴーグル３００より前にある点に収束するような配置とされ得る。いくつかの実施形態で
は、アーム３１０は、前部モジュール３０２に対して所定の幅又は位置で後部モジュール
３０４の対向する側部を支持し得る。このように、着用者がゴーグル３００を付けると、
後部モジュール３０４の下側部分３７０が、アーム３１０によって設けられる枢動点を使
用して適度の関節動作を実現し得る。さらに、後部モジュール３０４の上側部分３７２が
、ウィッシュボーン型コネクタ３０８によってより積極的な関節動作を実現し得る。かか
る実施形態では、下側部分３７０及び上側部分３７２の関節動作が後部モジュール３０４
の動的な調整能力をもたらし得る。
【０１１１】
　加えていくつかの実施形態では、アーム３１０は略弾性又は可撓性材料を含み得る。ア
ーム３１０は、所与の位置に向かって予め張力がかけられ、又は付勢されていてもよい。
例えば、着用者がゴーグル３００を着用したときにアーム３１０が広がり得るように、ア
ーム３１０が狭い位置に向かって付勢されていてもよい。アーム３１０の付勢は、後部モ
ジュール３０４と着用者の顔面との間の十分な密閉を実現するのに役立ち得る。
【０１１２】
　本明細書に指摘するとおり、いくつかの実施形態は、着用者がゴーグルの１つ以上の構
成要素をカスタマイズすることができる交換式ゴーグルを提供し得る。後部モジュール、
コネクタ、及び前部モジュールの形状、サイズ、及び付勢などの、構成要素の特徴及び機
能の一部は、モジュール式ゴーグルによってカスタマイズすることのできるパラメータの
いくつかである。
【０１１３】
　例えば着用者は、前部モジュールに対する後部モジュールの所望の初期配置を維持する
コネクタであれば、コネクタアームを購入することができてもよい。さらに着用者は、所
望のサイズ又は対象範囲を有する前部モジュールを購入することができてもよい。以下で
さらに考察するとおり、ゴーグルの実施形態において様々な種類のコネクタが実現され得
る。
【０１１４】
　図２１Ａ～図２１Ｂは、レンズ支持体又は前部モジュール４０２及び後部モジュール４
０４と連結される可動コネクタ４００の実施形態を示す。コネクタ４００は、回転自在継
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手４１２で前部モジュール４０２に連結される回転自在なセグメント４１０を含む。回転
自在なセグメント４１０は長さ４１４を画定することができ、長さ４１４により画定され
る円弧状の経路４２０に沿って回転し得る。コネクタ４００は後部モジュール４０４に剛
体連結され、従って後部モジュール４０４に対してはセグメント４１０の配置が固定され
てもよい。例えば、コネクタ４００は後部モジュール４０４に対して垂直な角度で配置さ
れてもよい。
【０１１５】
　図２１Ａは、後部モジュール４０４を幅が広がった撓曲位置４４０に位置決めする回転
自在なセグメント４１０を示す。図２１Ｂは、後部モジュール４０４を幅が狭まった撓曲
位置４４２に位置決めする回転自在なセグメント４１０を示す。回転自在なセグメント４
１０と後部モジュール４０４との間は剛体連結されるため、回転自在なセグメント４１０
は後部モジュール４０４と単一の点で接続する一方、ウィッシュボーン型コネクタにより
生じる効果と同様の効果を提供し得る。すなわち、後部モジュール４０４の中心領域の動
きによって、前部モジュール４０２に対しての、後部モジュール４０４の側部領域の対応
する逆の動きが引き起こされ得る。
【０１１６】
　図２２Ａ～図２２Ｂは、可動コネクタ４６０の別の実施形態を示す。コネクタ４６０は
レンズ支持体又は前部モジュール４６２及び後部モジュール４６４と連結され得る。コネ
クタ４６０は、前部モジュール４６２及び後部モジュール４６４の双方に回転自在に連結
される回転自在なセグメント４６６を含み得る。
【０１１７】
　図２１Ａ～図２１Ｂに示される実施形態とは対照的に、図２２Ａ～図２２Ｂに示される
コネクタ４６０の実施形態は、前部モジュール４６２及び後部モジュール４６４の双方に
対して回転自在なコネクタ４６６の回転自在な動きを提供する。従って、後部モジュール
４６４の前部モジュール４６２に対する関節動作は、図２１Ａ～図２１Ｂの実施形態とは
異なり得る。詳細には図２２Ａ～図２２Ｂの実施形態は、側部領域４７０のより微妙な倒
れ込みをもたらし得る。回転自在なセグメント４６６が後部モジュール４６２に対して回
転運動することにより、後部モジュール４６４は関節動作中に前部モジュール４６２に対
して略平行な配置を維持することが可能となり得る。さらに、回転自在なセグメント４６
６によりまた、図２１Ａ～図２１Ｂに示される実施形態と比べて、回転自在なセグメント
４６６と後部モジュール４６４とが回転連結されることで、後部モジュール４６４が前部
モジュール４６２により緊密に近付くように圧縮されることも可能となり得る。
【０１１８】
　従って、後部モジュール４６４は図２２Ａに示されるとおり幅が広がった撓曲位置４８
０を実現し得るが、後部モジュール４６２は実にまた、図２２Ｂに示されるとおり、中間
の狭まった位置４８２も実現することができる。幅が広がった撓曲位置４８０は、図２１
Ａに示される幅が広がった撓曲位置４４０と比べて、着用者の頭部に対してより大きい、
又はより扁平な外形及び幅を提供し得る。幅が広がった撓曲位置４８０は、広くて略扁平
な前額部に適した範囲内であり得る。中間の狭まった位置４８２は、図２１Ｂに示される
幅が狭まった撓曲位置４４２と比べて着用者の頭部により広い幅を提供し得る。中間の狭
まった位置４８２は、小さいサイズの頭部に適した範囲内であり得る。
【０１１９】
　いくつかの実施形態では、コネクタのサイズ、構成、及び連結方式は、前部モジュール
と後部モジュールとの間の所望の関節動作を実現するため選択的に構成され得る。上記の
図２１Ａ～図２２Ｂに関連する考察において示されるとおり、いくつかの実施形態は、コ
ネクタと前部モジュール及び後部モジュールの一方との少なくとも１つの接続点における
回転自在な連結を備えて提供され得る。
【０１２０】
　さらに、コネクタと前部モジュール及び後部モジュールとの間の連結継手の一方又は双
方が、そこからコネクタを取り外すことが可能であるように構成され得る。このようにし



(27) JP 2014-142654 A 2014.8.7

10

20

30

40

50

て、そのコネクタを、所望の機械的属性を有するコネクタに選択的に取り替えることがで
きる。従って着用者は、ゴーグルを自身の仕様に合わせてカスタマイズすることができる
。
【０１２１】
　図２３Ａ～図２３Ｅは、レンズ支持体又は前部モジュール５０２及び後部モジュール５
０４と連結されたコネクタ５００の実施形態の様々な位置を示す。図示されるとおり、コ
ネクタ５００は前部モジュール５０２に回転自在に連結され得る。コネクタ５００は、リ
ンク５１２に連結されるウィッシュボーン型コネクタ５１０を含み得る。リンク５１２は
、ウィッシュボーン型コネクタ５１０を前部モジュール５０２と相互接続する短いセグメ
ントを含み得る。
【０１２２】
　いくつかの実施形態では、リンク５１２はウィッシュボーン型コネクタ５１０と前部モ
ジュール５０２との双方に回転自在に連結され得る。さらに、リンク５１２は長さ５１４
を画定し得る。図２３Ａに示されるとおり、ウィッシュボーン型コネクタ５１０及びリン
ク５１２が後部モジュール５０４を前部モジュール５０２と分離距離５１６だけ分離し得
る。リンク５１２の回転連結により、コネクタ５００及び後部モジュール５０４は前部モ
ジュール５０２に対してほぼ回転経路５１８に沿って回転することができる。しかしなが
ら図１７～図２０Ｂに示される回転自在なウィッシュボーン型コネクタとは対照的に、回
転経路５１８は、リンク５１２と前部モジュール５０２及びウィッシュボーン型コネクタ
５１０の双方との間の回転連結によって変化し得る、可能な回転位置の一定の範囲に相当
する。事実上、回転経路５１８によって提供される回転位置の範囲は、リンク５１２の長
さ５１４が増加すると大きくなる。実際、リンク５１２の長さ５１４及び分離距離５１６
を変えることにより、後部モジュール５０４の関節動作を望ましい範囲に変更することが
できる。
【０１２３】
　図２３Ａ～図２３Ｅは、コネクタ５００及び後部モジュール５０４の前部モジュール５
０２に対するいくつかの可能な回転上の配置を示す。図２３Ａは、中程度の又は中間的な
サイズの頭部に適応し得る後部モジュール５０４の位置を表す。図２３Ｂ～図２３Ｃは徐
々に狭まる後部モジュール５０４の位置を示し、一方、図２３Ｄ～図２３Ｅは徐々に広が
る後部モジュール５０４の位置を示す。
【０１２４】
　図２３Ａ～図２３Ｅに示される実施形態は、後部モジュールの前部モジュールに対する
より動的な関節動作を提供するように可動組立体に２つ以上の構成要素を組み込み得るコ
ネクタの一例を提供する。いくつかの実施形態では、組立体に３つ以上の構成要素を使用
してゴーグルの関節動作を増強することができる。
【０１２５】
　図２４Ａ～図２５Ｂは、ゴーグルのいくつかの実施形態に用いられ得るコネクタのさら
なる実施形態を示す。図２４Ａ～図２４Ｂは、ゴーグルの任意の後部モジュールの任意の
前部モジュールに対する所望の関節動作が生じるように幾何学的制約が変更されたコネク
タの実施形態を示す。
【０１２６】
　例えば、図２４Ａは、ウィッシュボーン形状の本体６０２と、本体６０２から延在する
枢動連結部６０４とを含むコネクタ６００を示す。枢動連結部６０４はゴーグルの前部モ
ジュールに回転自在に連結され得る。さらに、本体６０２の第１の端部６０６及び第２の
端部６０８がゴーグルの後部モジュールに連結され得る。端部６０６、６０８は後部モジ
ュールに剛体的に又は回転自在に連結され得る。示されるとおり、枢動連結部６０４は、
後部モジュールの位置を表す破線６１０から分離距離Ｄ１に離間され得る。さらに、第１
の端部６０６は枢動連結部６０４から第１の半径Ｒ１に離間され得る。第２の端部６０８
は枢動連結部６０４から第２の半径Ｒ２に離間され得る。
【０１２７】
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　いくつかの実施形態では、第１の半径Ｒ１及び第２の半径Ｒ２は互いにほぼ等しくてよ
い。かかる実施形態では、コネクタ６００が枢動連結部６０４を中心に回転運動すると、
そのとき第１の端部６０６及び第２の端部６０８の等しい変位が生じ得るため、コネクタ
６００のそれぞれの第１の端部６０６及び第２の端部６０８に連結された後部モジュール
６１０の部分がほぼ等しく且つ逆に変位し得る。
【０１２８】
　しかしながら、図２４Ｂは、コネクタ６００と異なる関節動作を提供するコネクタ６２
０を示す。コネクタ６２０は、ウィッシュボーン形状の本体６２２と、本体６２２から延
在する枢動連結部６２４と、第１の端部６２６及び第２の端部６２８とを含む。示される
とおり、枢動連結部６２４は、後部モジュールの位置を表す破線６３０から分離距離Ｄ２
に離間され得る。さらに、第１の端部６２６が枢動連結部６２４から第３の半径Ｒ３に離
間され得るとともに、第２の端部６２８が枢動連結部６２４から第４の半径Ｒ４に離間さ
れ得る。
【０１２９】
　いくつかの実施形態では、第３の半径Ｒ３と第４の半径Ｒ４とは異なる距離であり得る
。示されるとおり、第３の半径Ｒ３は第４の半径Ｒ４のほぼ２倍であり得る。しかしなが
ら、第３の半径Ｒ３及び第４の半径Ｒ４は、以下に記載するとおり、所望の関節動作を実
現するため選択的に調整することができる。
【０１３０】
　図２４Ａに示されるコネクタ６００の実施形態とは対照的に、図２４Ｂに示されるコネ
クタ６２０は、枢動連結部６２４を中心とした回転に応答して、コネクタ６２０の第１の
端部６２６と第２の端部６２８とにおいて異なる変位量を生じる。従って、後部モジュー
ル６３０の一部分に対する所与の方向に変位させる力Ｆにより、後部モジュール６３０の
別の部分の消極的な、しかしながらすぐに反応する変位が生じ得る。コネクタ６００、６
２０の寸法Ｄ１、Ｄ２、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４を変えてコネクタ６００、６２０及びそ
れに取り付けられた後部モジュールの所望の関節動作を提供するゴーグルの実施形態が提
供され得る。
【０１３１】
　図２５Ａ～図２５Ｂはコネクタのさらなる実施形態を示す。図２５Ａは、概して幅広で
高さがない本体６４２を有するコネクタ６４０を示し、一方で図２５Ｂは、概して幅が狭
く高さのある本体６５２を有するコネクタ６５０を示す。コネクタ６４０、６５０は、例
えば、上記で図１３～図１６Ｂに示したものなどのゴーグルの実施形態において使用する
ことができ、ここではコネクタ６４０、６５０の前部分６４４、６５４がレンズ支持体又
は前部モジュールに可撓的又は可動的に連結される。図２４Ａ～図２４Ｂに示される実施
形態と同様に、コネクタ６４０、６５０の構成は、所望の関節動作を実現するため選択的
に変更することができる。
【０１３２】
　コネクタの別の実施形態において、図２６は拡張可能セルコネクタ６７０を示す。拡張
可能セルコネクタ６７０は、レンズ支持体又は前部モジュール６７４及び後部モジュール
６７６のそれぞれ一つに連結され得る前端部及び後端部を有する少なくとも１つの板ばね
構成要素６７２を含み得る。拡張可能セルコネクタ６７０はダイヤモンド形に形成され、
後部モジュール６７６と前部モジュール６７４との間の圧縮に応答して変形することがで
きる。
【０１３３】
　一般に、拡張可能セルコネクタは、前部モジュール６７４に可動的に又は剛体的に接続
される第１のストラット６７３と、後部モジュール６７６に剛体的に又は可動的に接続さ
れる第２のストラット６７５とを少なくとも含む。第１のストラット６７３及び第２のス
トラット６７５は、単一の弓形板ばねの前部セクション及び後部セクションであってもよ
い。或いは、第１のストラット６７３と第２のストラット６７５とは屈曲点又はヒンジ点
６７７によって分離される。例示される実施形態において、ヒンジ点６７７はワイヤのル
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ープを含み、このループにより、第１のストラット６７３と第２のストラット６７５との
間の角度を、材料の弾性限界を超えない広い角度範囲にわたり変えることが可能となる。
好適な材料としては、多種多様なポリマーのいずれか、また超弾性金属又はばね用金属、
例えば、ばね鋼、ニチノール、エルジロイ及び当該技術分野において公知の他のものが挙
げられる。
【０１３４】
　図２６に示される拡張可能セルコネクタは、第２のヒンジ点によって分離される第３の
ストラットと第４のストラットとを含んで閉じたセルを画定する。このセルは、前部モジ
ュール及び後部モジュールとの２つの接触点間のばね又はショックアブソーバとして機能
する。フレームの上側部分又は下側部分のいずれかに沿って、２つ又は３つ又は４つ又は
５つ又は６つ又はそれ以上の拡張可能セルコネクタ６７０が提供されてもよい。本発明に
おけるばねセルは４つ又は５つ又は６つ又はそれ以上の壁を備えて提供されてもよく、ス
トラットが薄い膜に置き換えられたハニカム構成を含んでもよい。
【０１３５】
　いくつかの実施形態では、板ばね構成要素６７２は、プラスチック又は金属などの、弾
性的に撓曲することのできる弾性材料から作製され得る。板ばね構成要素６７２は略細長
状本体を含み得る。板ばね構成要素６７２は１つ以上のさらなる板ばね構成要素６７２と
別個に又はモノリシックに形成され得る。従って、拡張可能セルコネクタ６７０の形状及
び構成は、拡張可能セルコネクタ６７０の個々の構成要素の数及び配置に応じて異なり得
る。
【０１３６】
　例えば、板ばね構成要素６７２の本体が１つ以上の湾曲した部分と１つ以上の一直線の
部分とを含んでもよい。板ばね構成要素６７２の本体は曲げピン又はばねの形状を有して
もよい。さらに板ばね構成要素６７２は、板ばね構成要素６７２の本体内での圧縮力の分
散を促進するため、ループの形状に作製されてもよい。
【０１３７】
　図２７は、コネクタの動き及びコネクタのそれぞれの間隔を示す概略図である。図２７
は、前部モジュール（図示せず）に枢動自在に連結され、且つ後部モジュール（図示せず
）に剛体的に連結され得る第１のコネクタ６８０及び第２のコネクタ６８２を示す。第１
のコネクタ６８０及び第２のコネクタ６８２は、撓曲していない位置６８４が実線で示さ
れ、及び撓曲した位置６８６が破線で示される。第１のコネクタ６８０及び第２のコネク
タ６８２は、図２７に指示するとおり、角度Δ１にわたり回転することができる。
【０１３８】
　示されるとおり、第１のコネクタ６８０及び第２のコネクタ６８２の内側接続点Ｐ１、
Ｐ２は、撓曲していない位置６８４にあるとき距離Ｌ１に離間され、撓曲した位置６８６
にあるとき距離Ｌ２に離間される。第１のコネクタ６８０及び第２のコネクタ６８２の内
側接続点Ｐ１とＰ２との間に配置される後部モジュールの実際の長さは、距離Ｌ１、Ｌ２
のいずれよりも大きくなり得るが、図２７は、第１のコネクタ６８０及び第２のコネクタ
６８２を撓曲した位置６８６に向かって撓曲させるためには、内側接続点Ｐ１とＰ２との
間に配置される後部モジュールの実際の長さが少なくとも距離Ｌ２に等しくなければなら
ないことを示している。いくつかの実施形態では、内側接続点Ｐ１とＰ２との間に配置さ
れる後部モジュールの実際の長さはまた、撓曲した位置６８６で後部モジュールが張力を
受けないように、距離Ｌ２より大きくてもよい。
【０１３９】
　図２７はまた、いくつかの実施形態において、一対のコネクタが撓曲した位置に向かっ
て動くと、事実上コネクタの接続点が離れる一方で、コネクタの他の接続点が引き寄せら
れ得ることも示している。例えば、内側接続点が離れると、概して後部モジュールの中心
部分は扁平に拡がる傾向を有し得る一方、内側接続点が寄ると、後部モジュールの中心部
分の湾曲は大きくなる傾向を有し得る。
【０１４０】
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　いくつかの実施形態では、第１のコネクタ６８０及び第２のコネクタ６８２は、撓曲し
た位置６８６に向かって回転すると内側接続点Ｐ１とＰ２とが引き離されるように、前部
モジュールに対して構成及び装着され得る。しかしながら、第１のコネクタ６８０及び第
２のコネクタ６８２は、撓曲した位置６８６に向かって回転すると内側接続点Ｐ１とＰ２
とが引き寄せられるように、前部モジュールに対して構成及び装着されてもよい。かかる
実施形態のいずれにおいても、当該実施形態について所望の頭部サイズ範囲が対象となる
ように、後部モジュールの関節動作を操作することができる。
【０１４１】
簡易脱着レンズゴーグルの実施形態
　ここで図２８～図３４Ｃを参照すると、交換式レンズ構造又は簡易脱着レンズ機構の実
施形態。先に指摘したとおり、本明細書に開示される特徴のいずれも、個々にゴーグル及
びメガネの実施形態に組み込むことができ、且つ他の特徴と組み合わせてゴーグル及びメ
ガネの実施形態に組み込むことができる。図２８～図３４Ｃは、ゴーグルの前部モジュー
ルが交換式レンズ構造を含むように改良されたゴーグルの実施形態を示す。交換式レンズ
構造を含む前部モジュールの実施形態は、１つ又は複数のコネクタ及び／又は後部モジュ
ールの実施形態と組み合わせることができる。
【０１４２】
　レンズ係合システムのいくつかの実施形態が、本出願人の同時係属中の２００９年１２
月２８日に出願された「Ｅｙｅｇｌａｓｓ　ｗｉｔｈ　Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｂａｌｌｉｓ
ｔｉｃ　Ｒｅｓｉｓｔａｎｃｅ」と題される米国特許出願第１２／６４８，２３２号明細
書及び２０１１年２月３日に出願された「Ｅｙｅｗｅａｒ　ｗｉｔｈ　Ｅｎｈａｎｃｅｄ
　Ｂａｌｌｉｓｔｉｃ　Ｒｅｓｉｓｔａｎｃｅ」と題される米国特許出願第１３／０２０
，７４７号明細書（これらの出願の双方ともに全体を参照により本明細書に援用する）に
提供される。さらに、これらの教示はゴーグル及びメガネ技術について申請していると考
えられる。これらの出願はまた、限定はされないがゴーグルストラップ技術を含めた、ア
イウェア特徴の他の特徴及び態様も含み、関連する開示の全体もまた、参照により本明細
書に援用する。
【０１４３】
　いくつかの実施形態では、アイウェアは、レンズを支持及び係合するための少なくとも
１つの係合セクションを備えるフレーム又はレンズ支持体を含み得る。図２８～図２９は
、後部モジュール７０２と、係合セクション又は交換式レンズ構造７０６を組み込むレン
ズ支持体又は前部モジュール７０４とを含むゴーグル７００の実施形態を示す。ゴーグル
７００はまた、交換式レンズ構造７０６によって解除可能に保持され得るレンズ７０８も
含み得る。
【０１４４】
　いくつかの実施形態では、交換式レンズ構造７０６は、レンズ７０８と前部モジュール
７０４との間に少なくとも１つの相互接続点又は係合セクション７１０を提供してもよく
、そこでレンズ７０８が前部モジュール７０４に固定される。交換式レンズ構造７０６は
、レンズ７０８に対して動く構造を含み得る。交換式レンズ構造７０６はまた、１つ以上
の静止構造も含むことができ、この構造を可動構造と組み合わせて使用してレンズ７０８
を係合することで、レンズ７０８を装着位置に保持することができる。
【０１４５】
　例えば、ゴーグル７００の交換式レンズ構造７０６は少なくとも１つの係合セクション
７１０を含み得る。１つ又は複数の係合セクション７１０は少なくとも１つの保持ソケッ
ト７２０及び／又は少なくとも１つの保持クリップ７２２を含み得る。さらに、係合セク
ション７１０、保持ソケット７２０、及び／又は保持クリップ７２２は、くぼみ、凹部、
受け口、又はソケット及び／又は突起部分などの係合構造又は部材を含み得る。例示され
る実施形態において、保持ソケット７２０はレンズ７０８の少なくとも一部分を受け入れ
て保持し得る一方、保持クリップ７２２はレンズ７０８に対して回転することによりレン
ズ７０８をゴーグル７００上に装着位置に固定し得る。図２９に示されるとおり、レンズ
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７０８が装着位置にあるとき、保持ソケット７２０がレンズ７０８の第１の側部７２６を
受け入れてもよく、且つ保持クリップ７２２がレンズ７０８の第２の側部７２８を装着位
置に固定してもよい。
【０１４６】
　図３０は、ある実施形態に係るレンズ７０８の斜視図を示す。レンズ７０８は第１の端
部７２６及び第２の端部７２８とレンズ外周部７３０とを含み得る。いくつかの実施形態
では、レンズ７０８の第１の端部７２６及び第２の端部７２８の一方が少なくとも１つの
保持構造７３２を含み得る。保持構造７３２は、レンズ７０８のそれぞれの端部７２６、
７２８に沿って形成された１つ以上の開口部、凹部、隆起部、及び／又は突起を含み得る
。図２８～図３２Ａに示される実施形態では、保持構造７３２は、レンズ７０８のそれぞ
れの端部７２６、７２８に形成された長円形の開口部を含む。
【０１４７】
　ここで図３１Ａ～図３２Ａを参照して、交換式レンズ構造７０６の実施形態の構造及び
レンズ７０８とのその係合を説明する。図３１Ａは、保持ソケット７２０及び保持クリッ
プ７２２のさらなる特徴を示す。保持ソケット７２０は、レンズ７０８の第１の端部７２
６が保持ソケット７２０に挿入され、且つ前方に動かないよう少なくとも部分的に制限さ
れ得るように形成され得る。従って保持ソケット７２０は、レンズ７０８の少なくとも一
部分を受け入れるように構成された空洞又は空間を含み得る。
【０１４８】
　いくつかの実施形態では、保持ソケット７２０は、レンズ７０８の保持構造７３２と係
合するように構成され得る少なくとも１つの係合部材７４０を含むように形成され得る。
例えば保持ソケット７２０の係合部材７４０は、係合部材７４０がレンズ７０８の前側の
位置からレンズ７０８の保持構造７３２を係合することができるように、保持ソケット７
２０の内側前端面に位置決めされてもよい。しかしながら係合部材７４０はまた、係合部
材７４０がレンズ７０８の後側の位置から保持構造７３２を係合することができるように
、保持ソケット７２０の内側後端面に位置決めされてもよい。さらに係合部材７４０は、
レンズ７０８の第１の端部７２６の側縁部が係合部材７４０と接触及び／又は係合するこ
とができるように、保持ソケット７２０の内側側部に沿って配置されてもよい。
【０１４９】
　加えて、レンズ７０８を前方に動かないよう少なくとも部分的に制限するため、保持ク
リップ７２２がレンズ７０８の第２の端部７２８と係合するように構成され得る。例えば
、保持クリップ７２２は作動ジョー７４４と係合部材７４６とを含み得る。いくつかの実
施形態では、ジョー７４４は、レンズ７０８の一部分と係合するように構成された保持構
造を含み得る。図３１Ａに例示される実施形態では、ジョー７４４は係合部材７４６に対
して可動又は回転自在である。さらにジョー７４４は、前部モジュール７０４に対して並
進するように、及び／又は前部モジュール７０４に着脱自在に取り付け可能であるように
構成され得る。
【０１５０】
　係合部材７４６は、前部モジュール７０４の係合セクション７１０の一部分に沿って形
成され得る。例えば係合部材７４６は前部モジュール７０４の前端面に沿って、例えば係
合セクション７１０に形成された凹部から延在するように形成され得る。いくつかの実施
形態では、係合部材７４６は、レンズ７０８の第２の端部７２８の保持構造７３２と係合
するように構成された少なくとも１つの突起及び／又は凹部を含み得る。以下でさらに考
察するとおり、保持クリップ７２２の係合部材７４６がレンズ７０８の保持構造７３２と
係合すると、ジョー７４４を係合解除位置から係合位置に回転させて、保持クリップ７２
２の係合部材７４６に対するレンズ７０８の動きを制限することができる。
【０１５１】
　図３１Ｂは、交換式レンズ構造７０６を使用してレンズ７０８を前部モジュール７０４
に装着及び固定する第１段階を示す。図示されるとおり、保持ソケット７２０の係合部材
７４０がレンズ７０８の第１の端部７２６の保持構造７３２と係合するようにしてレンズ
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７０８の第１の端部７２６が保持ソケット７２０に挿入される。レンズ７０８の第１の端
部７２６が所定位置にあるとき、レンズ７０８の第２の端部７２８が保持クリップ７２２
に向かって動かされる。
【０１５２】
　図３１Ｃは、ゴーグル３００の前部モジュール７０４に対して装着された位置にあるレ
ンズ７０８を示す。装着された位置では、レンズ外周部７３０は前部モジュール７０４の
外周部７６０とほぼ面一になり得るか、又は嵌合し得る。
【０１５３】
　図３１Ｄもまた、保持クリップ７２２を作動させる前の、前部モジュール７０４に対し
て装着された位置にあるレンズ７０８を示す。図示されるとおり、レンズ７０８の第２の
端部７２８の保持構造７３２が保持クリップ７２２の係合部材７４６と整列され、又は最
初にそれと係合され得る。例示される実施形態では、係合部材７４６の突起がレンズ７０
８の第２の端部７２８に形成された開口部に挿入されている。
【０１５４】
　レンズ７０８を保持ソケット７２０及び保持クリップ７２２と整列させた後、保持クリ
ップ７２２のジョー７４４が係合解除位置（図３１Ｄに図示される）から図３１Ｅに示さ
れるとおりの係合位置へと動かされ得る。例示される実施形態では、ジョー７４４が係合
位置に回転され、それによりレンズ７０８はある程度の動きが制限されている。
【０１５５】
　図３２～図３２Ｂは、図２８～図２９に示されるゴーグル７００の前部モジュール７０
４の、図２９の線３２－３２に沿った断面上面図である。図３２Ａは、保持ソケット７２
０の、レンズ７０８の第１の端部７２６との相互接続を示す。保持ソケット７２０の係合
部材７４０は、レンズ７０８の第１の端部７２６の保持構造７３２と係合した状態に位置
決めすることができる。図示されるとおり、保持構造７３２の開口部が係合部材７４０の
突起を、第１の端部７２６を引っ掛ける、又は保持ソケット７２０内に係合するような方
法で受け入れることができる。
【０１５６】
　例えば、保持構造７３２は、レンズ７０８が保持ソケット７２０と第１の回転位置で係
合することが可能となるように、及び次にレンズ７０８を略水平軸を中心として前部モジ
ュール７０４に対する装着位置に位置決めされるまで回転させることが可能となるように
構成され得る。装着位置になると、レンズ７０８の第１の端部７２６を保持ソケット７２
０と係合して、レンズ７０８の左右方向又は前後方向の動きを防止することができる。こ
のようにして、係合部材７４０はレンズ７０８に加わる前方への力に抵抗し、それにより
レンズ７０８の保持ソケット７２０に対する実質的な動きを防止することができる。
【０１５７】
　図３２Ｂは、保持クリップ７２２の、レンズ７０８の第２の端部７２８との相互接続を
示す。保持クリップ７２２の係合部材７４６は、レンズ７０８の第２の端部７２８の保持
構造７３２と整列又は係合させることができる。図示されるとおり、保持構造７３２の開
口部が係合部材７４６の突起を受け入れることができる。
【０１５８】
　ジョー７４４を回転させ、動かし、摺動させ、ずらし、又は並進させることにより、レ
ンズ７０８の第２の端部７２８を前部モジュール７０４に固定することができる。いくつ
かの実施形態では、ジョー７４４は略水平の横軸を中心に枢動し、レンズ７０８の少なく
とも一部分及び前部モジュール７０４の少なくとも一部分を係合し得る。例えばジョー７
４４は、レンズ７０８の第２の端部７２８の少なくとも一部分及び前部モジュール７０４
の少なくとも一部分を係合し、又は囲い込むことができるＵ字型本体により形成されても
よい。保持構造７３２及び係合部材７４６がジョー７４４の前部部分と後部部分との間に
囲い込まれ得る。さらにジョー７４４は、前部モジュール７０４の前部及び後部部分並び
にレンズ７０８の少なくとも一部分を係合し得る。
【０１５９】



(33) JP 2014-142654 A 2014.8.7

10

20

30

40

50

　従って、ジョー７４４が係合位置に回転されると、保持構造７３２と係合部材７４６と
の相対的な動きが防止され得る。より具体的には、ジョー７４４が係合位置にあると、係
合部材７４６の突起は保持構造７３２の開口部から出ることができない。加えてレンズ７
０８の第２の端部７２８が前部モジュール７０４と係合しているため、レンズ７０８の第
１の端部７２６が前部モジュール７０４に対して動いたり、又は外れたりすることもまた
阻止され得る。このようにして、レンズ７０８の第１の端部７２６及び第２の端部７２８
が前部モジュール７０４に対して固定され得る。
【０１６０】
　いくつかの実施形態では、保持クリップ７２２のジョー７４４は係合位置に動かすと所
定位置に固定され得る。例えば、ジョー７４４の回転自在な連結部は凹部と突起との機構
を含んでもよく、この機構では凹部及び突起の一方が他方に対して回転するとジョー７４
４が係合位置に達し、その時点で当該機構において凹部と突起とが互いに係合し得るため
、大きい回転力の存在がない限りジョー７４４の回転運動が制限又は阻止される。従って
、かかる機構は偶発的な意図しないジョー７４４の回転及びそれに続く解除を防止し得る
。係合位置となったジョー７４４を固定するため、クリップ、ピン、ラッチ等を含め、他
のかかる機構を保持クリップ７２２に組み込んでもよい。
【０１６１】
　別の実施形態において、図３３～図３４Ｃは、後部モジュール８０２と、前部モジュー
ル８０４と、レンズ８０８の取り外し及び取り替えに対応し得る交換式レンズ構造８０６
とを有するゴーグル８００を示す。ゴーグル７００の実施形態と同様に、ゴーグル８００
の交換式レンズ構造８０６は、前部モジュール８０４のレンズ８０８との相互接続を促進
する機構を含み得る。しかしながらゴーグル７００とは対照的に、ゴーグル８００の交換
式レンズ構造８０６は一対の保持クリップ８２０を含み得る。
【０１６２】
　保持クリップ８２０は、各々が、係合部材８３０とジョー８３２とラッチ８３４とを含
み得る。ジョー８３２及びラッチ８３４は前部モジュール８０４に回転自在に装着され得
る。しかしながらいくつかの実施形態では、ジョー８３２及び／又はラッチ８３４は、前
部モジュール８０４に対して並進するように、及び／又はそれに続き、レンズ８０８が前
部モジュール８０４に対する装着位置に位置決めされた後に前部モジュール８０４に取り
付けられるように構成され得る。
【０１６３】
　ゴーグル７００の実施形態と同様に、レンズ８０８は第１の端部８４０と第２の端部８
４２とを含むことができ、その各々がそれぞれの係合構造８４４を含む。係合構造８４４
は保持クリップ８２０の係合部材８３０と係合又は嵌合することができる。係合構造８４
４は開口部を含んでもよく、係合部材８３０は突起を含んでもよい。ジョー７４４と同様
のジョー８３２が、係合構造８４４と係合部材８３０との間の相対的な動きに抵抗し得る
。
【０１６４】
　ラッチ８３４は固定されていない位置から固定された位置まで回転するように構成され
てもよく、固定された位置では、ラッチ８３４はジョー８３２と係合することができ、そ
れにより偶発的な又は意図しないジョー８３２の回転が防止される。レンズ８０８及び保
持クリップ８２０のこれらの構造及び特徴は、上記でレンズ７０８及びゴーグル７００の
保持クリップ７２２に関連して考察したとおり改良することができる；従ってかかる改良
例及び特徴の考察をここに援用し、簡潔にするため繰り返さない。
【０１６５】
　ここで図３４Ａ～図３４Ｃを参照して、ゴーグル８００の保持クリップ８２０とのレン
ズ８０８の係合部を装着することについてここで説明する。図３４Ａに示されるとおり、
最初はレンズ８０８がゴーグル８００の前部モジュール８０４に向かって動かされ、保持
クリップ８２０は係合解除位置にある。図３４Ｂに示されるとおり、係合構造８４４が保
持クリップ８２０の係合部材８３０と嵌合するようにしてレンズ８０８の第１の端部８４



(34) JP 2014-142654 A 2014.8.7

10

20

30

40

50

０が位置決めされる。
【０１６６】
　レンズ８０８が図３４Ｂに示されるとおりの装着位置になると、図３４Ｃに示されると
おり、保持クリップ８２０のジョー８３２が係合位置に向かって動かされ得る。加えて、
ジョー８３２が係合位置から偶発的に又は意図せず回転することを防止するため、保持ク
リップ８２０のラッチ８３４が固定位置に向かって動かされ得る。
【０１６７】
　いくつかの実施形態では、ジョー８３２が偶発的に又は意図せず回転することを防止す
るため、ラッチ８３４がジョー８３２と機械的に係合され得る。例えばラッチ８３４は、
ジョー８３２の１つ以上のそれぞれ凹部及び／又は突起と係合することができる１つ以上
の突起及び／又は凹部を含んでもよい。さらに、ラッチ８３４はばねなどを用いて固定位
置に向かって付勢されてもよく、ジョー８３２を係合位置から係合解除位置に向かって動
かすためにはジョー８３２に実質的な回転力を加えなければならないようにしてもよい。
かかる実施形態では、ラッチ８３４はレンズ８０８の前部モジュール８０４との固定的な
係合を促進し得る。
【０１６８】
　本明細書に記載されるとおり、メガネ並びにゴーグルと組み合わせて簡易脱着レンズ機
構を使用することができる。かかる実施形態の構造は、上記に記載される、且つメガネフ
レーム及び少なくとも１つのメガネレンズと組み合わせて使用される簡易脱着レンズ機構
を含む。メガネはデュアルレンズ又はユニタリーレンズを含み得る。さらに、メガネフレ
ームはフルリム又は部分リムを含み得る。従って、簡潔にするためここで上記の考察を繰
り返すことはせず、メガネの実施形態における使用についてはここに参照により援用する
。
【０１６９】
剛性フレームゴーグルの実施形態
　図３５は、ゴーグルのレンズ支持体又は前部モジュール９００の上面図を示す。いくつ
かの実施形態では、前部モジュール９００は実質的に剛性のある構造として形成され得る
。実質的に剛性のある構造であるため、前部モジュール９００は、曲げ力又は応力がレン
ズ９０２に伝わることを防止することによってレンズ９０２のいかなる大きい撓曲も防止
する方法でレンズ９０２を支持することができる。
【０１７０】
　用語「実質的に剛性のある構造」は、前部モジュール９００の全体がその幅に沿って一
定の曲げ強度を有する実施形態を包含し得る。用語「実質的に剛性のある構造」はまた、
前部モジュール９００がその長さに沿って変化する曲げ強度を有してその特定の部分に所
望の剛性を提供する実施形態も包含し得る。
【０１７１】
　例えば、「実質的に剛性のある構造」は、前部モジュールの側部セクションがある程度
の可撓性を提供する一方、前部モジュールの中心セクションが略非可撓性である実施形態
を包含し得る。いくつかの実施形態では、前部モジュールの中心セクションは、前部モジ
ュールの全幅の約１／３以上及び／又は前部モジュールの全幅の約４／５以下であってよ
い幅に沿って略非可撓性であり得る。さらに、前部モジュールの中心セクションは、前部
モジュールの全幅の約１／２以上及び／又は前部モジュールの全幅の約２／３以下であっ
てよい幅に沿って略非可撓性であり得る。
【０１７２】
　加えて、用語「実質的に剛性のある構造」はまた、前部モジュールが、金属又は硬質プ
ラスチックなどの、通常の使用及び取り扱いにおける曲げ応力下で略非可撓性である剛性
材料から形成される実施形態も包含し得る。しかしながら、用語「実質的に剛性のある構
造」はまた、前部モジュールが、最小限の屈曲を許容する弾性又は伸縮性材料から形成さ
れるが、着用時には初期状態の又は元の構成に戻る実施形態も包含し得る。
【０１７３】
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　いくつかの実施形態では、前部モジュール９００は、その成形時の構成のレンズ９０２
の構成又は外形と一致する構成又は外形を有し得る。従って、レンズ９０２は前部モジュ
ール９００により剛体的に支持されることができ、レンズ９０２がその成形時の構成から
撓曲せず、それによりレンズ９０２の光学的品質が保たれる。
【０１７４】
　図３５は、前部モジュール９００が、前部モジュール９００の対向する端部に配置され
た交換式レンズ構造９０４を含み得ることを示す。いくつかの実施形態では、交換式レン
ズ構造９０４は前部モジュール９００の上部分及び／又は下部分、又はその他の場所に沿
って配置され得る。従って、交換式レンズ構造９０４によって、レンズ９０２を取り替え
、前部モジュール９００により固定的に保持することができる。
【０１７５】
さらなる実施形態
　図３６～図５１は、本明細書において考察される様々な特徴及び構成要素を組み込むこ
とのできるアイウェアの実施形態を示す。これらの図に示されるアイウェアの実施形態は
ゴーグルとして例示されるが、メガネなどの他の形態のアイウェアもまた、この実施形態
に関連して考察される特徴を組み込み、又は省略するとともに、本明細書において考察さ
れる他の実施形態の他の特徴を組み込み、又は省略することができる。
【０１７６】
　ここで図３６～図３９を参照すると、前述の実施形態の様々な特徴及び利点、並びに以
下にさらに考察する他の特徴を含み得るゴーグル１０００の実施形態が提供される。例え
ば、ゴーグル１０００は、係合機構１００２、アイソスタティック後部フレーム構成要素
１００４、レンズ又はレンズ組立体１００６、防曇ベンチュリ空気流システム１００８、
剛性フレーム１０１０、及びモジュール式フレーム１０１２を含み得る。これらの特徴は
様々な実施形態に交換可能に組み込むことができ、図３６～図５１に示される実施形態は
あくまでも例示を目的として提供される。
【０１７７】
　図３７は、係合機構１００２を示すゴーグル１０００の側面図である。係合機構１００
２はラッチ部材又はクリップ１０２０を含み得る。ラッチ部材１０２０はゴーグル１００
０の前部モジュール又はフレーム１０２２に可動的に連結することができ、ゴーグル１０
００とレンズ組立体１００６との間の係合を促進する。ラッチ部材１０２０は閉鎖位置１
０２４と開放位置１０２６（図３８に図示される）との間を動くことができる。いくつか
の実施形態では、ラッチ部材１０２０はフレーム１０２２に枢動自在に連結され得る。し
かしながら、ラッチ部材１０２０はまたフレーム１０２２に摺動自在に連結されてもよい
。
【０１７８】
　いくつかの実施形態では、係合機構１００２はまた付勢構成要素も含み得る。付勢構成
要素は、レンズ組立体１００６をゴーグル１０００に対して固定するためラッチ部材１０
２０を閉鎖位置１０２４に向かって押すように構成される。さらに付勢構成要素は、ラッ
チ部材１０２０を閉鎖位置１０２４又は開放位置１０２６のいずれにも押す双安定機構と
して動作してもよい。
【０１７９】
　図３６～図４０Ｃに示されるとおり、付勢構成要素はリンク１０３０などの撓曲性構成
要素を含み得る。例えば付勢構成要素は、撓曲していない位置又は静止位置から、撓曲し
た位置又は応力を受けている位置に撓曲し得る。所与の力によって、応力を受けている位
置又は撓曲した位置に動かされ、圧縮され、又は撓曲されると、付勢構成要素は位置エネ
ルギーを保存することができ、この位置エネルギーを加えることで係合機構１００２を閉
鎖位置１０２４又は開放位置１０２６に動かすことができる。図３６～図４０Ｃに例示さ
れる実施形態において、付勢構成要素はリンク１０３０として図示され、このリンク１０
３０は弓形の細長体の形態である。付勢構成要素は、ばね、バンド、リンク、又はそれが
動かされ、圧縮され、又は撓曲される間に位置エネルギーを保存することができる他の構
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造など、様々な構造を含み得る。
【０１８０】
　図４０Ａ～図４０Ｃは、リンク１０３０の実施形態が、それぞれゴーグル１０００の一
部分及びラッチ部材１０２０の一部分と相互接続され得る第１の端部１０４０及び第２の
端部１０４２を含み得ることを示す。リンク１０３０は、その第１の端部１０４０及び第
２の端部１０４２に配置された開口部を含んでもよく、これらの開口部により、使用時に
リンク１０３０を相互接続することが可能となる。
【０１８１】
　例示される実施形態において、リンク１０３０はモノリシック構造として構成される。
リンク１０３０は、リンク１０３０がラッチ部材１０２０に付勢力を提供することを可能
にする撓曲性のコア又は本体１０４４を含み得る。例えば、リンク１０３０はラッチ部材
１０２０に仮想ピボット又はリビングヒンジを提供し得る。本体１０４４は、撓みに対す
る所望の抵抗度を提供するための可変的な形状を画定し得る。例えば、本体１０４４は扁
平な中心セクションを画定することで、リンク１０３０の屈曲を促進し、及び所望の撓み
抵抗度を提供し得る。いくつかの実施形態では、本体１０４４の中心セクションは屈曲軸
と略平行な方向に扁平であり得る。さらに、本体１０４４の端部部分は、端部部分におけ
る屈曲を低減及び／又は防止するため、屈曲軸と略横断方向又は斜め方向に扁平であり得
る。リンク１０３０の可変的な形状又はテーパ状の寸法により、リンク１０３０の本体１
０４４を単一の材料から製造すると同時に所望の強度特性を提供することが可能となり得
る。しかしながらいくつかの実施形態では、リンク１０３０は、その本体１０４４に沿っ
てほぼ一定の断面形状を有するモノリシックな単体又は構造として構成され得る。かかる
実施形態では、リンク１０３０を形成する材料は、所望の強度特性を提供するように選択
され得る。
【０１８２】
　しかしながらいくつかの実施形態では、リンク１０３０はまた、複数の材料又は別個の
部品から形成されてもよい。例えば、リンク１０３０が所望の付勢機能を提供することが
可能となるように、リンク１０３０の第１の端部１０４０及び第２の端部１０４２が略剛
性材料から形成される一方で、リンク１０３０の本体１０４４が略撓曲性の異なる材料を
含んでもよい。
【０１８３】
　リンク１０３０は、プラスチック、金属、複合材などを含め、様々な材料から形成され
得る。いくつかの実施形態では、リンク１０３０は射出成形法を用いて形成され得る。モ
ノリシック構造か、又は組立体かにかかわらず、及び単一の材料から形成されるか、又は
複数の材料から形成されるかにかかわらず、オーバーモールド成形、鋳造などの他の方法
を用いてリンク１０３０を形成してもよい。
【０１８４】
　再び図３７～図３９を参照すると、リンク１０３０は第１の接続点１０５０及び第２の
接続点１０５２でフレーム１０２２及びラッチ部材１０２０に連結され得る。第１の接続
点１０５０はフレーム１０２２に沿って位置し得る。例えば、第１の接続点１０５０は、
フレーム１０２２を通って延在する開口部として構成されてもよい。第２の接続点１０５
２はラッチ部材１０２０に沿って位置し得る。例えば、第２の接続点１０５２は、ラッチ
部材１０２０の中間部分を通って延在する開口部を含んでもよい。ゴーグル１０００は、
ラッチ部材１０２０が閉鎖位置１０２４、中間の開放位置（図示せず）、及び開放位置１
０２６の間を枢動するとき、第１の接続点１０５０の第２の接続点１０５２からの間隔が
変化するように構成され得る。
【０１８５】
　例えば、ラッチ部材１０２０がフレーム１０２２に対して枢動するに従い第１の接続点
１０５０と第２の接続点１０５２とが離されるように、ラッチ部材１０２０とフレーム１
０２２との間の枢動接続点１０６０が第１の接続点１０５０及び第２の接続点１０５２に
対して位置決めされ得る。例えば第１の接続点１０５０及び第２の接続点１０５２は、ラ
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ッチ部材１０２０が閉鎖位置１０２４にあるとき、それらの間に線形経路及び第１の直線
距離を画定し得る。図３７～図３８に示されるとおり、枢動接続点１０６０は、ラッチ部
材１０２０が閉鎖位置１０２４にあるとき第１の接続点１０５０及び第２の接続点１０５
２の線形経路からオフセットし、又は隔たりを有し得る。第２の接続点１０５２の動きは
、枢動接続点１０６０と第２の接続点１０５２との間の距離（又は半径）によって画定さ
れる円弧状の経路に沿って起こる。さらに、ラッチ部材１０２０が動いている間、第１の
接続点１０５０と枢動接続点１０６０との間の距離は変わらないが、ラッチ部材１０２０
の枢動に伴い第２の接続点１０５２が円弧状の経路に沿って動くに従い、第１の接続点１
０５０と第２の接続点１０５２との間の直線距離は増加し得る。
【０１８６】
　いくつかの実施形態では、第１の接続点１０５０と第２の接続点１０５２との間の直線
距離が増加することにより、第１の接続点１０５０及び第２の接続点１０５２が離れるこ
とに伴いリンク１０３０が引き伸ばされ、又は撓み得る。リンク１０３０は引き伸ばし又
は撓みに抵抗するように構成され、且つリンク１０３０が応力を受けない位置に戻ろうと
するために、ラッチ部材を閉鎖位置１０２４及び／又は開放位置１０２６に押す傾向を有
し得る。従ってリンク１０３０は、ラッチ部材１０２０を閉鎖位置１０２４及び／又は開
放位置１０２６に押す付勢力を及ぼす傾向を有し得る。
【０１８７】
　図３７及び図３８は、枢動接続点１０６０が第１の接続点１０５０及び第２の接続点１
０５２により画定される線形経路からオフセットして位置決めされることを示す。枢動接
続点１０６０が第１の接続点１０５０及び第２の接続点１０５２と直線上に並ぶとき、開
放位置１０２６と閉鎖位置１０２４との間の中間位置（図示せず）に達し得る。かかる中
間位置では、第１の接続点１０５０と第２の接続点１０５２との間の距離が最大化され、
またリンク１０３０の位置エネルギーも最大となり得る。
【０１８８】
　いくつかの実施形態では、第１の接続点１０５０と第２の接続点１０５２との間隔又は
直線距離は、リンク１０３０が撓曲していない位置又は静止位置にあるときの（すなわち
、ラッチ部材１０２０が閉鎖位置１０２４にあるときの）リンク１０３０の第１の端部１
０４０及び第２の端部１０４２の開口部間の直線距離とほぼ同じであってよい。しかしな
がらいくつかの実施形態では、第１の接続点１０５０と第２の接続点１０５２との間隔又
は直線距離は、リンク１０３０が撓曲していない位置又は静止位置にあるときの（すなわ
ち、ラッチ部材１０２０が閉鎖位置１０２４にあるときの）リンク１０３０の第１の端部
１０４０及び第２の端部１０４２の開口部間の直線距離より概して大きいものであり得る
。従って、ラッチ部材１０２０が閉鎖位置１０２４又は開放位置１０２６にあるとき、リ
ンク１０３０は概して応力を受けた状態又は撓曲した状態にあり得る。かかる実施形態で
は、ラッチ部材１０２０を開放位置１０２６又は閉鎖位置１０２４に固定的に維持するた
め、リンク１０３０によって閉鎖又は開放する力が常に加えられ得る。
【０１８９】
　上記で図２８～図３４Ｃに関連して指摘したとおり、ゴーグル１０００はまた、レンズ
又はレンズ組立体１００６が少なくとも１つの保持構造１０７０を含み、且つフレーム１
０２２が少なくとも１つの対応する係合部材１０７２を含む交換式レンズ構造も含み得る
。さらに、レンズ又はレンズ組立体１００６及びフレーム１０２２の対向する端部は、レ
ンズ組立体１００６の対向する端部とフレーム１０２２の対向する端部との相互接続を促
進する保持構造及び／又は係合部材を備えるように構成され得る。
【０１９０】
　同様に上記で考察したとおり、図３７～図３９は、レンズ組立体１００６の対向する端
部がフレーム１０２２に正しく着座したとき、保持構造１０７０を係合部材１０７２上に
嵌装することができ、ラッチ部材１０２０を閉鎖位置１０２４に下ろし、フレーム１０２
２に対してレンズ組立体１００６を係合及び固定することができることを示す。これらの
特徴に関する上記の考察は参照によりここに援用し、その考察をここで繰り返すことはし
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ない。
【０１９１】
　ここで図４１Ａ～図４１Ｂを参照すると、ラッチ部材１０２０の実施形態が示される。
ラッチ部材１０２０は第１の連結点１０８０と第２の連結点１０８２とを含み得る。ラッ
チ部材１０２０は第１の連結点１０８０でフレーム１０２２に連結され得る。加えて、ラ
ッチ部材１０２０は第２の連結点１０８２で付勢構成要素又はリンク１０３０と連結され
得る。ラッチ部材１０２０はまた、着用者が把持し、且つフレーム１０２２に対するラッ
チ部材１０２０の位置を調整することができるように構成され得る作動部分１０９２を有
する本体１０９０も含み得る。
【０１９２】
　いくつかの実施形態では、ラッチ部材１０２０の本体１０９０は第１のフランジ１０９
４も含み得る。第１のフランジ１０９４は、ラッチ部材１０２０が閉鎖位置１０２４に位
置決めされると、レンズ組立体１００６及びフレーム１０２２の係合部材１０７２に重な
り得る。ラッチ部材１０２０の本体１０９０は第２のフランジ１０９６も含み得る。第２
のフランジ１０９６は、ラッチ部材１０２０が閉鎖位置１０２４にあるとき、フレーム１
０２２の一部分を係合するように構成され得る。従って、第１のフランジ１０９４及び第
２のフランジ１０９６を使用して、レンズ組立体１００６及びフレーム１０２２を捕捉し
又は挟み込むことによりレンズ組立体１００６の少なくとも一部分及びフレーム１０２２
の少なくとも一部分を受け入れて、レンズ組立体１００６及びフレーム１０２２の相対位
置を固定することができる。
【０１９３】
　加えて、ラッチ部材１０２０の本体１０９０は制止機構１０９８を含み得る。図３７～
図３８に示されるとおり、制止機構１０９８はフレーム１０２２上に形成された突出部１
１００と相互作用して、ラッチ部材１０２０の回転運動を制限することができる。例えば
、ラッチ部材１０２０が開放位置１０２６へと上方に回転すると、制止機構１０９８が突
出部１１００に接触し、フレーム１０２２に対するラッチ部材１０２０のさらなる回転を
制限し得る。有利には、ラッチ部材１０２０のいくつかの実施形態では、制止機構１０９
８の位置を変えることで開放位置１０２６の回転上の配置を調整し得る。
【０１９４】
　所望の関節動作及びラッチ部材１０２０を閉鎖又は開放する力を実現するため、係合機
構１００２の構成要素の間隔及び構成が変えられ得る。さらに、ラッチ部材１０２０及び
／又はフレーム１０２２が係止構造又は構成要素１０９９を含み得る。係止構造１０９９
はフレーム１０２２と相互作用して、ラッチ部材１０２０が閉鎖位置１０２４にあるとき
のラッチ部材１０２０とフレーム１０２２との間のさらなる固定力を提供することができ
る。例えば、係止構造１０９９はラッチ部材１０２０の縁部又は表面に沿った突起として
形成されてもよい。さらに、ラッチ部材１０２０が閉鎖位置１０２４にあるとき、フレー
ム１０２２の係合部分１１０１、例えば、突出部、突起、又は凹部が係止構造１０９９と
係合して、ラッチ部材１０２０を閉鎖位置１０２４に固定し得る。
【０１９５】
　いくつかの実施形態は単一のレンズを使用し得るが、いくつかの実施形態は、２つ以上
の構成要素及び／又はレンズを含むレンズ組立体を使用し得る。例えば、図４２～図４３
は、いくつかの実施形態で用いることができるレンズ組立体１００６の実施形態を示す。
レンズ組立体１００６は外側レンズ１０５０と内側レンズ１０５２とを含み得る。いくつ
かの実施形態では、外側レンズ１０５０及び内側レンズ１０５２は、レンズ１０５０と１
０５２との間に間隙１０６０を設けるようにガスケット構成要素１０５４によって隔てら
れていてもよい。ガスケット１０５４はレンズ１０５０、１０５２の外周部を囲んで延在
し得る。さらに外側レンズ１０５０は、レンズ組立体１００６をゴーグルに連結できるよ
うにするための保持構造１０７０、１０７１を含むように構成され得る。保持構造１０７
０、１０７１はレンズ組立体１００６の対向する側方端部に配置され得る。
【０１９６】
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　ガスケット１０５４は、間隙１０６０に空気が流れ込むことを可能にする１つ以上の不
連続点を含み得る。しかしながら、ガスケット１０５４はまた、間隙１０６０が密閉又は
閉鎖されたエアポケットを形成するように、レンズ１０５０、１０５２の外周部を囲んで
連続的に又は切れ目なく延在してもよい。ガスケット１０５４は、ガスケット１０５４に
おける空気の通過を可能にする通気性又は開放気泡性の材料を含み得る。さらに、ガスケ
ット１０５４は、そこにおける空気の通過を妨げる傾向を有する非通気性又は独立気泡性
の材料を含み得る。いくつかの実施形態では、ガスケット１０５４は通気性の部分と非通
気性の部分とを含み得る。
【０１９７】
　レンズ間に設けられる間隙１０６０は、外側レンズ１０５０と内側レンズ１０５２との
間にエアポケットを捕捉することによって、通気、防曇を促進し、及び／又は断熱効果を
生じ得る。例えば、封入されたエアポケットは、状況によっては着用者の顔に隣接する空
気温度とゴーグルの外側の空気温度との温度差を埋め得る中間的な温度を維持することが
できる。
【０１９８】
　使用中、レンズ組立体１００６がゴーグルに連結されると、内側レンズ１０５２がゴー
グルフレームに押し付けられ得る。以下で考察するとおり、いくつかの実施形態では内側
レンズ１０５２はゴーグルフレームに対するシールを形成し、フレームを通じた所望の空
気流れ又は通気を維持し得る。
【０１９９】
　ここで図４４～図４５を参照すると、ゴーグル１０００は防曇性ベンチュリ空気流シス
テム１００８を含み得る。この空気流システム１００８は、ゴーグル１０００の外周部に
沿って配置された１つ以上のポート１１０２を含み得る。１つ又は複数のポート１１０２
はゴーグル１０００の中心セクションに沿って、その上側部分に沿って配置され得る。１
つ又は複数のポート１１０２は、ゴーグル１０００の前方向に向かって開放している前端
部１１０４と、ゴーグル１０００の後部セクションに向かって開放している後端部１１０
６とを含み得る。
【０２００】
　使用時、空気がポート１１０２の前端部１１０４に流れ込み、後端部１１０６から流れ
出ることができる。空気の流れは、ベンチュリ効果の結果として生じる速度及び圧力の性
質を呈し得る。ゴーグルの外側部分と１つ又は複数のポート１１０２との間に圧力差が存
在し得る。空気が１つ又は複数のポート１１０２に引き込まれ、ゴーグル１０００のサス
ペンション又は相互接続部分１１１０を通り越え得る。いくつかの実施形態では、相互接
続部分１１１０は、粒子状物質がゴーグル１０００の内部に入り込むことを防止するため
サスペンション又は相互接続部分１１１０を被覆する発泡体又は空気透過性の膜（図示せ
ず）を含み得る。１つ又は複数のポート１１０２を通る空気は膜を通り越し、ゴーグル１
０００の通気及び曇り取りの増強をもたらす。いくつかの実施形態では、ベンチュリ効果
がゴーグルの内部における負圧の発生に寄与し、それによりそこを通る空気の流れを引き
起こして曇りを低減し得る。従ってかかる実施形態は、空気流システムを含まない先行技
術のゴーグルと比較して向上した通気及び曇り取りを提供し得る。
【０２０１】
　アイソスタティック後部フレーム構成要素１００４を有するゴーグルの実施形態におい
て、ゴーグル１０００は、より大きい又はより小さい頭部サイズに適合させるためのフェ
ースプレートのさらなる調整能力を可能にする手段をさらに含み得る。例えば図４４は、
後部フレーム構成要素１００４が後部フェースプレート１１２０とアイソスタティック機
構１１２２とを含み得ることを示す。後部フェースプレート１１２０は、フェースプレー
ト１１２０の外周部を囲んで延在する略平坦な表面を含むことができ、及び少なくとも１
つの可撓性部分１１３０をさらに含むことができる。可撓性部分１１３０は、着用者の顔
の所与のサイズ及び形状に合わせて調整するさらなる幅適合能力を後部フェースプレート
１１２０に付与し得る。従って、可撓性部分１１３０の両側に位置する後部フェースプレ
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ート１１２０の略平坦な表面が、所与の頭部形状に適応するため互いに拡がり、又は変位
し得る。例えば、可撓性部分１１３０は、フェースプレート１１２０の対向する側部が、
フェースプレート１１２０がより大きい頭部サイズに適応可能となるさらなる量だけ引き
伸ばされて互いに離れることを可能にしてもよい。引き伸ばされる又は変位するさらなる
量は、可撓性部分１１３０の幾何形状及び長さにより決定される。
【０２０２】
　例えば、可撓性部分１１３０は、フェースプレート１１２０に沿って凹んだ又は湾曲し
た部分として形成されてもよい。可撓性部分１１３０はフェースプレート１１２０のいず
れの側の湾曲からも外れていてよい。フェースプレート１１２０が幅の広い頭部サイズに
適応するため扁平化すると、可撓性部分１１３０もまた扁平化して、フェースプレート１
１２０の適用範囲及び調整能力を増加させ得る。さらに、より小さい頭部サイズについて
は、可撓性部分１１３０が倒れ込むことで、フェースプレート１１２０がより締まった寸
法に調整されることを可能にし得る。従って、可撓性部分１１３０の形状により、フェー
スプレート１１２０を、可撓性部分を有しないフェースプレートと比べてより一層多様な
頭部形状及びサイズに合わせて調整することが可能となり得る。
【０２０３】
　さらにいくつかの実施形態では、可撓性部分１１３０の形状はまた、必要に応じて、ゴ
ーグル１０００の内部に所望の空気流れを実現するためにも用いられ得る。可撓性部分１
１３０の１つ以上を使用して、フェースプレート１１２０の空気の流れ及び／又は調整能
力を促進することができる。
【０２０４】
　アイソスタティック機構１１２２は、後部フレーム構成要素１００４の前部分１１２６
から延在する複数のコネクタ１１２４を含み得る。コネクタ１１２４は圧縮性又は可撓性
材料から形成され得る。例えばコネクタ１１２４は、フェースプレート１１２０が変形し
て所与の頭部形状に適応し得るように撓曲することができる。コネクタ１１２４はゴーグ
ル１０００の中心線から略等距離に位置決めされ得る。図示されるとおり、コネクタ１１
２４はゴーグル１０００の上側リム又は縁部に位置決めされてもよい；しかしながら、コ
ネクタはまた、ゴーグル１０００の下側リム又は縁部に沿って位置決めされてもよい。
【０２０５】
　加えて、アイソスタティック機構１１２２はフェースプレート１１２０と一体に又はモ
ノリシックに形成され、従ってこれらの構成要素がシングルピースの単体を形成してもよ
い。例えばいくつかの実施形態では、所望の可撓性の材料を使用してアイソスタティック
機構１１２２及びフェースプレート１１２０の双方が作製され得る。これは有利には、製
造時間及びコストを削減するとともに組立プロセスを単純化し得る。従ってゴーグル１０
００は、本明細書においてさらに考察するとおり、着用者の好みに応じて交換可能である
個々の構成要素の経済性を用いて容易にモジュール式に形成され得る。
【０２０６】
　ゴーグルの実施形態はまた、着用者が作動させることが可能なファスナ又は固定機構を
使用することにより一体に相互接続して固定することができる、着用者が交換可能な構成
要素によってモジュール式に形成することもできる。いくつかの実施形態では、着用者が
作動させることが可能な固定機構は、着用者が係合状態と係合解除状態との間を手動で作
動させることのできるファスナ又は固定機構として定義され得る。着用者が作動させるこ
とが可能なファスナ又は固定機構は特殊な工具の使用を必要とすることなく作動させ得る
；しかしながら、スクリュードライバなどの基本的な工具は、作動を容易にするため用い
られ得ることが企図される。いくつかの実施形態では、着用者が作動させることが可能な
ファスナ又は固定機構は工具なしに手で作動させることができる。さらに、ゴーグルのい
くつかの実施形態はモジュール式に交換可能で、且つ接着剤、及びねじ、ボルト、接着剤
などを含む何らかの機械的ファスナなどの永久的な又は使い捨てファスナなしに一体に固
定することができる。
【０２０７】
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　例えば、図４４～図５１の実施形態は、ゴーグル１０００が第１のアウトリガー１２０
０と第２のアウトリガー１２０２とを含み得ることを示す。アウトリガー１２００、１２
０２はゴーグル１０００に着脱自在に連結され、ゴーグル１０００の構成要素の互いの相
互接続を促進し得る。例示される実施形態では、ゴーグルの前部モジュール又はフレーム
部分１０２２はアウトリガー１２００、１２０２を使用して後部モジュール又はフレーム
部分１２１２に固定又は連結され得る。以下でさらに考察するとおり、アウトリガー１２
００、１２０２により形成されるゴーグル１０００との連結は、着用者によって構成要素
が手で操作されることにより実現され得る。従って、ゴーグル１０００の構成要素は、特
殊な工具、使い捨てファスナ又は永久ファスナを用いる必要なしに着用者により交換され
得る。
【０２０８】
　いくつかの実施形態では、アウトリガーは、レンズ支持体、アイソスタティック機構、
及び／又はフェースプレートの間など、前部モジュールと後部モジュールとの主要な連結
又は取り付け手段として機能し得る。しかしながらいくつかの実施形態では、補助的な連
結又は取り付け手段が用いられてもよい。補助的な連結又は取り付け手段は、スナップ嵌
め部材、フック・アンド・ループ部材、及び／又は他の種類の締まり嵌め若しくは摩擦係
合部材を含み得る。
【０２０９】
　例えば図４６～図４７に示されるとおり、後部フレーム構成要素１００４は、フレーム
１０１０の対応する固定部材１１４２と係合するように構成された１つ又は複数の固定部
材１１４０を含み得る。固定部材１１４０、１１４２は、後部フレーム構成要素１００４
及びフレーム１０１０のそれぞれ一方に形成されたフック及びループを含み得る。図４７
の矢印は固定部材１１４０、１１４２の概略的な嵌合構成を示す。これらの構成要素はい
くつかの実施形態では逆であってもよく、従って後部フレーム構成要素１００４が１つ以
上の突起又はフックを含み、それがフレーム１０１０に形成された１つ以上の開口部又は
ループと嵌合することができてもよい。さらに、スナップ嵌め部材、突起、スロット、溝
、開口部、プラグ、ループを含めた他の構造を、変形性、撓曲性、圧縮性、非圧縮性、又
は剛性のいずれであれ、使用することができる。かかる構造は、その構造及び部品が単一
の連続的な部品を形成するように、それぞれの部品とモノリシックに形成され得る。しか
しながら、構造はまた、それぞれの部品に別個に取り付けられてもよい。図４６に示され
るとおり、いくつかの実施形態では、固定部材１１４０は後部フレーム構成要素１００４
とモノリシックに形成され得る。これにより有利には、コストが低下し、後部フレーム構
成要素１００４のフレーム１０１０との連結の容易さが増し得る。
【０２１０】
　これらの補助コネクタをアウトリガーと組み合わせて使用して、前部モジュールと後部
モジュールとを一体に連結することができる。さらにこれらの補助コネクタは、前部及び
後部モジュールが組立体として一体に位置決め又は連結されたときに概して当接する前部
及び後部モジュールの一部分に配置され得る。特に、これらの補助コネクタを初期連結機
構として使用することにより、アウトリガーを組立体に取り付け、又はそこから取り外す
間に前部及び後部モジュールを組立体として一体に保持することができる。従って、アウ
トリガー及び本明細書で考察する他の構成要素を含めた組立体全体により、着用者は組立
体の所与の構成要素の交換を迅速に操作することが可能となり得る。
【０２１１】
　図４８Ａ～図４８Ｂを参照すると、アウトリガー１２００は固定部分１２２０、１２２
２を含み得る。固定部分１２２０、１２２２は、少なくとも前部フレーム部分１０２２及
び後部フレーム部分１２１２と係合してそれらを一体に固定するように構成され得る。例
えば、前部フレーム部分１０２２及び後部フレーム部分１２１２の少なくとも一方が１つ
以上の連結領域を含んでもよく、その連結領域で固定部分１２２０、１２２２が前部フレ
ーム部分１０２２及び後部フレーム部分１２１２と係合し得る。図４９～図５０に示され
るとおり、ゴーグル１０００は、前部フレーム部分１０２２及び後部フレーム部分１２１
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２に沿った指定範囲として働き得る上側連結領域１２２４及び下側連結領域１２２６を含
むことができ、そこで固定部分１２２０、１２２２を連結し得る。いくつかの実施形態で
は、連結領域１２２４、１２２６は、凹部、突起、スロット、溝、開口部、及び／又は通
路などの、アウトリガー１２００の固定部分１２２０、１２２２との係合に用いることの
できる少なくとも１つの構造を含み得る。例示される実施形態において、連結領域１２２
４、１２２６は前部フレーム部分１０２２に形成された凹部を含み得る。加えていくつか
の実施形態は、固定部分１２２０、１２２２によってレンズなどの他の構成要素を固定又
は係合することができるように構成され得る。
【０２１２】
　さらに、いくつかの実施形態ではアウトリガー１２００の固定部分１２２０、１２２２
は、側壁１２３４、１２３６に隣接して形成された凹部分１２３０、１２３２を含み得る
。凹部分１２３０、１２３２及び側壁１２３４、１２３６は、前部フレーム部分１０２２
及び後部フレーム部分１２１２の一部分を共に受け入れて固定するように構成され得る。
図５１に示されるとおり、前部フレーム部分１０２２及び後部フレーム部分１２１２は、
それらの一部分が固定部分１２２０、１２２２の凹部分１２３０、１２３２に受け入れら
れて一体に連結され得る。アウトリガー１２００の固定部分１２２０、１２２２の側壁１
２３４、１２３６が後部フレーム部分１２１２に対して位置決めされてもよく、一方、ア
ウトリガー１２００の対応する壁又は本体が前部フレーム部分１０２２に対して位置決め
されてもよい。
【０２１３】
　固定部分１２２０、１２２２は前部フレーム部分１０２２及び後部フレーム部分１２１
２を上から挟圧又はスナップ嵌めすることで、アウトリガー１２００とフレームとの間の
係合を固定し得る。従っていくつかの実施形態では、固定部分１２２０、１２２２は、前
部フレーム部分１０２２及び後部フレーム部分１２１２の対応する凹部又は突起とスナッ
プ嵌めする突起又は凹部を含み得る。さらに、固定部分１２２０、１２２２を前部フレー
ム部分１０２２及び後部フレーム部分１２１２の上に緊密に嵌着することで、それらを一
体に固定し得る。
【０２１４】
　図４９～図５１は、ゴーグルと係合するようアウトリガー１２００を動かしているとき
のアウトリガー１２００の各部分を示す。アウトリガー１２００のフレームに対する最初
の配置は、アウトリガー１２００上のピンを使用して促進され得る。例えば、図４８Ｂ～
図４９に示されるとおり、アウトリガー１２００は、アウトリガー１２００の本体から延
在する係合ピン１２４０を含み得る。ピン１２４０は、前部フレーム部分１０２２及び後
部フレーム部分１２１２の一方又は双方と係合し、アウトリガー１２００とフレームとの
間に回転係合を提供するように構成され得る。ピン１２４０はまた、以下で考察するとお
り、アウトリガー１２００が組み立てられた最終位置にあるときのアウトリガー１２００
の前部フレーム部分１０２２及び後部フレーム部分１２１２に対する位置を固定し得る。
【０２１５】
　組立においては、アウトリガー１２００のピン１２４０がゴーグル１０００のリンク１
０３０の開口部１２４２及び前部フレーム部分１０２２の開口部１２４４に挿入され得る
。図４９の上面図は、ピン１２４０が開口部１２４２、１２４４と整列するために通るべ
き位置合わせ軸１２５０を示す。ピン１２４０が開口部１２４２、１２４４を通過した後
、アウトリガー１２００を組立位置（図５１に図示される）に向かって回転させ、固定部
分１２２０、１２２２を前部フレーム部分１０２２及び後部フレーム部分１２１２に形成
された連結領域１２２４、１２２６とスナップ嵌めにより係合させることができる。一連
の回転する動き１２５２が図５０～図５１に示される。
【０２１６】
　図５１に示されるとおりの組立位置になると、アウトリガー１２００は前部フレーム部
分１０２２及び後部フレーム部分１２１２の双方を固定的構成に共に係合して挟圧するこ
とができる。従ってアウトリガーは、特殊な工具、使い捨てファスナ又は永久ファスナを
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用いる必要なしにゴーグルの構成要素又はモジュールを一体に相互接続し得る。この優れ
た交換可能性により、着用者が所望に応じて構成要素又はモジュールをカスタマイズして
取り替えることが可能となる。例えば着用者は、所望の活動レベル又は快適性レベルに応
じて後部フレーム部分１２１２を取り替えることができる。同様に、前部フレーム部分１
０２２もまた所望に応じて取り替えることができる。
【０２１７】
　実質的に剛性のある前部モジュール９００などのいくつかの実施形態の特徴及び構造は
、任意の種類のゴーグル実施形態に組み込むことができる。例えば、実質的に剛性のある
前部モジュールをアイソスタティックフェースプレート機構と組み合わせて使用すること
ができる。さらに、実質的に剛性のある前部モジュールを交換式レンズ構造と組み合わせ
て使用することができる。
【０２１８】
　図５２～図５８は、上記に考察される実施形態及び構造の特徴及び態様を、全体として
、又は部分的に組み込むことのできるアイウェアのさらに別の実施形態を示す。これらの
実施形態は、ゴーグル並びにメガネで用いられ得る別の簡易脱着レンズ機構を示す。例示
される実施形態はメガネを示すが、この簡易脱着レンズ機構はまたゴーグルでも使用する
ことができる。
【０２１９】
　図５２は、ある実施形態に係るメガネ１５００の斜視図である。メガネ１５００は、レ
ンズ１５０６をメガネ１５００に対して固定する働きをし得る能動的拘束部１５０２と受
動的拘束部１５０４とを有する固有の簡易脱着レンズ機構を含み得る。メガネ１５００は
また、本明細書において考察されるとおり、レンズ１５０６を着用者の視野に支持するよ
うに構成されるフレーム１５０８も含み得る。
【０２２０】
　レンズ係合機構は上記で図３１Ａ～図３２Ｂに関連して記載される係合機構とほぼ同様
に機能し得る。上記で言及した説明及び図は、ここで繰り返すことなく参照によって援用
し、且つ図５２～図５８に示されるメガネ１５００などの他のタイプのアイウェアで用い
ることのできる代替的構造と見なす。
【０２２１】
　図５２～図５３を参照すると、受動的拘束部１５０４は、レンズ１５０６の対応する保
持構造１５１２と係合するように構成された係合ソケット１５１０を含み得る。保持ソケ
ット１５１０は、突起、スロット、及び／又は凹部などの、レンズ１５０６の保持構造１
５１２として形成された対応する凹部、スロット、及び／又は突起と係合することができ
る係合部材１５２０を含むように形成され得る。例示される実施形態において、保持ソケ
ット１５１０の係合部材１５２０は突起を含み、この突起は、レンズの第１の側方端部１
５２２が保持ソケット１５１０に挿入されたとき、レンズ１５０６の第１の側方端部１５
２２に沿って形成されたスロット（保持構造１５１２）に受け入れられる。
【０２２２】
　いくつかの実施形態では、保持ソケット１５１０の係合部材１５２０は保持ソケット１
５１０の内側前端面に位置決めすることができ、従って係合部材１５２０はレンズ１５０
６に形成された保持構造（開口部など）をレンズ１５０６より前方の位置から係合し得る
。しかしながら、係合部材１５２０はまた保持ソケット１５１０の内側後端面に位置決め
されてもよく、従って係合部材１５２０はレンズ１５０６に形成された保持構造（開口部
など）をレンズ１５０６より後方の位置から係合し得る。
【０２２３】
　加えて、能動的拘束部１５０２が、レンズ１５０６の第２の側方端部１５２８と係合し
て、レンズ１５０６を前方に動かないよう少なくとも部分的に制限するように構成され得
る。例えば、能動的拘束部１５０２はゲート１５３０を含み得る。ゲート１５３０は係合
位置と係合解除位置との間を動くことができ、それによりレンズ１５０６をメガネ１５０
０のフレーム１５０８に対して保持したり、又は解除したりすることが可能になる。いく
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つかの実施形態では、ゲート１５３０はフレーム１５０８に対して枢動することができる
。他の実施形態では、ゲート１５３０はフレーム１５０８に対して摺動又は並進すること
ができる。ゲート１５３０はフレーム１５０８に取り付けられ、係合位置又は係合解除位
置にある間、フレーム１５０８と接続された状態を維持し得る。しかしながら、ゲート１
５３０はまたフレーム１５０８から取り外し可能で、且つそこから分離可能であってもよ
い。
【０２２４】
　いくつかの実施形態では、能動的拘束部１５０２はラッチ部材１５３２をさらに含み得
る。図５５～図５７に示されるとおり、ラッチ部材１５３２は係止位置と係止解除位置と
の間を動くことができる。図５５は、係合解除位置又は開放位置にあるゲート１５３０と
、係止解除位置又は開放位置にあるラッチ部材１５３２とを示す。図５６は、係合位置又
は閉鎖位置にあるゲート１５３０と、係止解除位置又は開放位置にあるラッチ部材１５３
２とを示す。図５７は、係合位置又は閉鎖位置にあるゲート１５３０と、係止位置にある
ラッチ部材１５３２とを示す。いくつかの実施形態では、ラッチ部材１５３２が係止解除
位置にあるとき（図５５～図５６に示されるとおり）、ゲート１５３０は自由に回転する
ことができる。しかしながら、ラッチ部材１５３２が係止位置にあるとき（図５７に示さ
れるとおり）、ゲート１５３０は回転が制限され得る。
【０２２５】
　例えば、ラッチ部材１５３２は、スロット１５４０が中に形成された細長本体を含み得
る。スロット１５４０は、フレーム１５０８、ゲート１５３０、及びつる（図示せず）と
の枢動継手を形成するヒンジピン１５４２を受け入れるように構成され得る。スロット１
５４０は細長スロットであってよく、従ってピン１５４２がそこに受け入れられると、ピ
ン１５４２はスロットの第１の端部と第２の端部との間を移動することができ、それによ
りピン１５４２／フレーム１５０８とラッチ部材１５３２との間の相対的な摺動する動き
がもたらされ得る。例えば、スロット１５４０は、少なくとも約０．１インチ及び／又は
約０．５インチ以下の間の移動距離を画定し得る。いくつかの実施形態では、移動距離は
約０．３インチであり得る。かかる実施形態では、ラッチ部材１５３２は、上述した係止
位置と係止解除位置など、少なくとも２つの位置の間を摺動することができる。係止位置
では、ピン１５４２はスロット１５４０の第１の端部に配置され、及び係止解除位置では
、ピン１５４２はスロット１５４０の第２の端部に配置される。ラッチ部材１５３２を動
かし易くするため、ラッチ部材１５３２はタブ又は把持端を含むことができ、それにより
着用者は、ラッチ部材１５３２を把持して係止位置と係止解除位置との間で引いたり、又
は押したりすることが可能となる。
【０２２６】
　ラッチ部材１５３２はまた、ゲート１５３０がフレーム１５０８に対して動くことを防
止するため、フレーム１５０８の一部分を係合するようにも構成され得る。ラッチ部材１
５３２は、歯又は突起が形成された係合端部１５５０を含み得る。図５７に示されるとお
り係止位置にあるとき、ラッチ部材１５３２の係合端部１５５０がフレーム１５０８の部
分１５５２に接触し、ラッチ部材１５３２の回転が防止され得る。
【０２２７】
　いくつかの実施形態では、係合端部１５５０は、フレーム１５０８の部分１５５２を受
け入れるスロットを画定し得る。図５８の例示される実施形態は、スロットが間に配置さ
れる一対の対向する歯を示す。従って係合端部１５５０のスロットはフレーム１５０８の
部分１５５２を受け入れて、フレーム１５０８に対するいずれの方向への回転運動にも抵
抗し得る。さらに係合端部１５５０は、フレーム１５０８の部分１５５２の対応する構造
と係合してラッチ部材１５３２を係止位置に維持するための係合機構をさらに含み得る。
この係合機構は、フレーム１５０８の対応する凹部及び／又は突起と係合する（すなわち
摩擦係合又はスナップ係合により）ための突起及び／又は凹部を含み得る。
【０２２８】
　さらに、図５８に示されるとおり、いくつかの実施形態ではラッチ部材１５３２及びゲ
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ート１５３０は、ゲート１５３０がラッチ部材１５３２なしには回転できないように、及
び逆も同様にできないように、互いに対して、且つ接触して回転連結され得る。従って、
ラッチ部材１５３２の回転する動きを阻止又は許容するためラッチ部材１５３２を係止位
置と係止解除位置との間で摺動して動かすと、ゲート１５３０のフレーム１５０８に対す
る動きもまた阻止又は許容される。従っていくつかの実施形態では、ラッチ部材１５３２
を係止位置と係止解除位置との間で摺動させることにより、フレーム１５０８に対してゲ
ート１５３０の回転する動きを拘束することができる。図５８に示されるとおり、ラッチ
部材１５３２が係止解除位置にあるときは、ラッチ部材１５３２はゲート１５３０と共に
枢動することができる。なぜならば、ラッチ部材１５３２の係合端部１５５０が引き戻さ
れることによって、フレーム１５０８の部分１５５２からの回転用の遊びが提供されてい
るからであり、さもなくば、ラッチ部材１５３２は係止位置にあってラッチ部材１５３２
の回転が阻止される。
【０２２９】
　再び図５３及び図５４を参照すると、いくつかの実施形態では、レンズ１５０６及びフ
レーム１５０８は、レンズ１５０６のフレーム１５０８に対する係合を増強するための、
フレーム１５０８の第２の端部１５２８に隣接して配置された対応する係合構造を含み得
る。これらの係合構造は、互いに係合してさらなる安定性及び係合をもたらす対応するス
ロット、突起、及び／又は凹部を含み得る。例示される実施形態では、レンズ１５０６は
開口部１５６０をさらに含むことができ、及びフレームは突起１５６２をさらに含むこと
ができる。突起１５６２はレンズ１５０６の開口部１５６０に受け入れられ得る。この係
合は、レンズ１５０６をフレーム１５０８に取り付けるときの最初の安定及び固定を提供
し得る。その後、ゲート１５３０を閉じてレンズ１５０６の第２の側方端部１５２８の一
部分を被覆することにより、レンズ１５０６のフレーム１５０８に対するさらなる拘束を
もたらすことができる。
【０２３０】
　さらに、いくつかの実施形態では、ゲート１５３０は、レンズ１５０６の一部分及び／
又はフレーム１５０８の一部分と係合するように構成された対応する保持構造１５６４を
含み得る。保持構造１５６４は、ゲート１５３０のフレーム１５０８に対するさらなる係
合を提供し得る突起、スロット、及び／又は凹部を含み得る。例えば、ゲート１５３０の
突起をフレーム１５０８の開口部又は縁部にスナップ嵌めすることができてもよく、それ
によりゲート１５３０が係合位置から偶発的に外れることが低減される。
【０２３１】
　加えて、図５２～図５８は部分リムを有するメガネの実施形態を示すが、これらの特徴
はまた、フルリムのフレームでも実現され得ることが企図される。加えて、上記にさらに
開示した代替的なレンズ保持機構もまた、部分リム又はフルリムを有するメガネなどのア
イウェアに組み込むことができる。
【０２３２】
　加えて、上記で考察されるゴーグルの実施形態のいくつかにおいて、本発明はまた、ゴ
ーグルの前部及び／又は後部モジュール、ゴーグルのアイソスタティックフェースプレー
ト、ゴーグルのレンズ及び／又は保持機構、及び／又はゴーグルの剛性フェースプレート
を交換／改造する方法も提供する。従って、上記で考察するゴーグル実施形態の特徴の１
つ以上を利用して所望の特徴及び特性を組み込むためモジュール式システムを用いるゴー
グルを使用し、交換／改造する様々な方法が提供される。これらの方法は、店頭で販売員
が実施しても、又は所有者／着用者が必要に応じて定期的に実施してもよい。方法は、一
回限り実施しても、又はゴーグルの寿命にわたり繰り返し実施してもよい。上記で考察す
る構成要素及び／又はゴーグルの実施形態で使用される他の構成要素の１つ以上を含み得
るキットもまた提供され得る。
【０２３３】
　本発明は特定の好ましい実施形態及び例との関連において開示されているが、当業者は
、本発明が具体的に開示される実施形態を超えて、本発明の他の代替的実施形態及び／又
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は使用並びにその自明の改良例及び均等物にまで及ぶことを理解するであろう。加えて、
本発明のいくつかの変形例が詳細に図示及び説明されているが、本開示に基づけば、本発
明の範囲内にある他の改良例が当業者には容易に明らかとなるであろう。また、実施形態
の具体的な特徴及び態様の様々な組み合わせ又は部分的な組み合わせが作成されてもよく
、それらはなお本発明の範囲内に含まれ得ることも企図される。開示される実施形態の様
々な特徴及び態様は、開示される本発明の様々な態様を形成するため互いに組み合わせ得
る、又は置き換え得ることは理解されなければならない。従って、本明細書に開示される
本発明の少なくとも一部の範囲が上記に記載される特定の開示されている実施形態によっ
て限定されてはならないことが意図される。
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【手続補正書】
【提出日】平成26年3月19日(2014.3.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フレームと、
　前記フレームに装着されるように構成されたレンズと、
　ゲートとラッチ部材とを備える係合機構と、を備え、
　前記ゲートが、前記フレームに連結され、且つ開放位置と閉鎖位置との間の第１の経路
に沿って動くように機能し、前記ラッチ部材が、前記ゲートに対して連結され、且つ前記
ゲートの動きに伴って前記ゲートと一体に前記第１の経路に沿って動くように制限され、
さらに、前記ラッチ部材が、前記レンズと前記フレームの一部分とのうちの少なくとも１
つと係合解除または係合するように、係合解除位置と係合位置との間の第２の経路に沿っ
て前記ゲートに対して動くことが可能であり、前記ラッチ部材が、前記フレームに前記レ
ンズが装着された状態を維持するために前記係合位置にあるときに、前記ゲートが前記フ
レームに対して動くことが防止され、前記第１の経路が前記第２の経路と異なる、
　アイウェア。
【請求項２】
　前記ラッチ部材が、前記ゲートに対して摺動自在である、請求項１に記載のアイウェア
。
【請求項３】
　前記第２の経路が、略線形な経路である、請求項２に記載のアイウェア。
【請求項４】
　前記線形な経路が、略水平である、請求項３に記載のアイウェア。
【請求項５】
　前記第１の経路が、回転経路である、請求項１に記載のアイウェア。
【請求項６】
　前記開放位置と前記閉鎖位置との間を動くときに前記ゲートと前記ラッチ部材とがそれ
を中心として回転する第１の回転軸を画定するヒンジピンを更に備える、請求項５に記載
のアイウェア。
【請求項７】
　前記第１の回転軸が、略垂直な軸である、請求項６に記載のアイウェア。
【請求項８】
　前記ラッチ部材が、細長スロットを備え、前記ラッチ部材と前記ゲートとが組立状態に
あるときに、前記ヒンジピンが、前記細長スロットを通過する、請求項６に記載のアイウ
ェア。
【請求項９】
　前記ラッチ部材が、前記係合解除位置と前記解除位置との間を動かされたときに、前記
ヒンジピンが前記細長スロットの第１と第２の端部の間を動くように、前記ゲートに対し
て摺動自在である、請求項８に記載のアイウェア。
【請求項１０】
　前記ラッチ部材が、前記フレームと前記レンズのうちの少なくとも１つと嵌合するよう
に構成された係合端部を備え、前記ラッチ部材の前記係合端部が、傾斜面を有する、歯が
形成された部分を備え、前記傾斜面が、前記ラッチ部材が前記係合解除位置から前記係合
位置まで動かされるのに従い、前記フレームに接触するように構成される、請求項１に記
載のアイウェア。
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【請求項１１】
　前記ラッチ部材が、前記係合位置に向かって付勢されている、請求項１に記載のアイウ
ェア。
【請求項１２】
　前記ラッチ部材と前記ゲートとの間に配置された付勢部材をさらに備え、前記付勢部材
が、前記ラッチ部材を前記係合位置に向かって押すように構成される、請求項１１に記載
のアイウェア。
【請求項１３】
　前記レンズが、ユニタリーレンズである、請求項１に記載のアイウェア。
【請求項１４】
　前記係合機構が、前記アイウェアの第１の側方領域に位置する、請求項１に記載のアイ
ウェア。
【請求項１５】
　前記アイウェアの第２の側方領域に位置する第２の係合機構をさらに備える、請求項１
４に記載のアイウェア。
【請求項１６】
　前記第２の係合機構が、前記レンズの凹部を受け入れる突起を備える、請求項１５に記
載のアイウェア。
【請求項１７】
　前記係合機構が、前記レンズの凹部またはスロットに受け入れられる突起を備える、請
求項１に記載のアイウェア。
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